


発刊にあたって

今回のふるさと文庫は、シンポジュウム「石と人Jでおこなわれた

報告・講演・討論と、出雲考古学研究会による下の空古墳復元の様子

を掲載するものです。

シンポジュウムでは考古学、地質学をとおして来待石のもつ歴史性

と地質的特質を学ばせていただきました。また、下の空古墳の復元を

とおして古代の採石・加工技術を類推することができました。

さて、宍道町では来待石の過去、現在、未来に関する総合センター

である「来待石工芸館」で今回のようなシンポジュウムを含め、来待

石の調査・研究・製品開発・情報発信を進めていきます。

博物館機能をもっ「工芸館」では知識、経験の蓄積と共有化が必要

ですが、その活動の積み重ねによって古代から現代にかけての出雲石

造文化の解明がさらに進むものと期待をもっています。

最後になりましたが、今回のシンポジュウムにご尽力し＼ただいた出

雲考古学研究会、来待石研究会の皆さん、講演をいただいた倉敷考古

館の間壁忠彦先生、島根大学の高安克己先生、古墳の復元にご尽力い

ただいた来待石灯ろう共同組合の勝部勝義理事長に心より感謝申しあ

げます。

宍道町教育委員会
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石と人／ノはじめに

はじめに

ーシンポジュウム「石と人」の開催にあたって

宍道町では来待石に関する博物館、そしてその周辺の整備を行うこ

とによって、来待石のむつ歴史、文化を明らかにし、これからの可能

性を探求していくつもりです。このような折りに、来待石を中心に据

え、地質学、考古学の両面と古代技術の復元という実証的テーマのも

とでシンポジュウムが開催されることは非常に有り難いことであり、

かつ、大変有意義なことであると考えています。

来待石を産地にもつ者にとっては、生まれたときから石に親しんで

おり、生活の中に来待石があるのはあたりまえだと思っていました。

いわば来待石に対しての認識が水や空気と同じように、あって当然、と

いう感覚がしておりますので、石灯ろうが伝統的産業だという面を除

きますと、来待石と人の千数百年にわたる関わりと、その石造文化の

もつ重要さをつい見落としがちだったとも言えましょう。

宍道町は「湖と歴史に学ぶ町」というテーマを掲げ町づくりを進め

ていますが、これは、”町づくりはその町のもつ歴史性、文化性を核

としている”とし寸認識があるからです。そして、来待石にまつわる

歴史、文化は宍道湖、宿場町という宍道固有の文化と相まって、宍道

を全国にアピールできる重要な要素であることに多くの方が気づき始

めていることも事実です。
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このような中で、出雲考古学研究会、来待石研究会のみなさんのご

尽力によって先生方にお集まりいただき、シンポジュウム「石と人」

が開催されましたこと、心より感謝申し上げます。

（シンポジュウム「石と人」の開会にあたり宍道町を代表して吉岡

誠－産業課長のあいさつを収録）

写真 1 来待石工芸館に隣接する来待石の岩壁（石切場跡）
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〔基調報告〕

「石と人」シンポジュウム開催にあたって

会
己

究明

克

一イ一
日
尾
曙

西

宍道町では来待石と地場産業との工芸館が造られ、私たちがやって

まいりました古墳の調査とあいまって、将来、石材などの研究に同館

が拠点になるんではないかと非常に喜んでおります。さらに、去年か

ら来待石研究会が発足しており、私はそちらの方にもかかわっており

ますので、最初に報告することになりました。

さて、私た

ち出雲考古学

研究会は地域

考古学の研究

団体で、 20年

近く活動して

おります。特

に、出雲地方

には古墳が多

く、とりわけ、 写真2 下の空古墳の実測調査と復元の検討

横穴式石室といって、今からし400～1,500年くらい前、盛土の中に石

の部屋を造って、そこへ遺体を安置するという石室が非常に多く存在
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します。その石室の特徴も切石で、来待石などが代表であり、他に凝

灰岩や砂岩の加工した石で造っています。こういうのが山陰地方に、

なかでも出雲地方に分布しております。それらの石室をここ10年をか

けて島根県と鳥取県の100基近く測り、「石棺式石室の研究」（「古代の

出雲を考える』 6 1987年）として発表しました。

図1 横穴式石室

図2 石棺式石室

出雲地方を中心iこ、石

棺式石室の実測等によ

り、この地方の古墳の特

徴をここから導き出そう

という研究をやって来ま

した。普通、横穴式石室

は、図 lのようなものが

一般的です。奥に細長く、

石を何段も積んで造る。

ただ、この出雲地方の東

部には石棺式石室といわ

れる石室が多く分布しま

す（図 2）。これは読ん

だ通りで、普通の家形石

棺（家の格好をした石棺）

に羨道部（通路）を付け

た、 l枚石で造ったもの
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を石棺式石室と定義しております。

見て頂いて分かりますように、壁も天井も l枚の石を加工して造っ

ております。調べて行きますと、大体、松江市や安来市の周辺、そし
かんど

この宍道湖の南岸地域に限られています。なお、斐伊川と神戸川て、

流域の出雲平野には図 lのような普通の横穴式石室が造られていま

1枚石を使用する石室は、出雲国内の中でも松江市このように、す。

や安来市周辺に限られているということが分かつて来ました。

この中で三角のマー

これは今日のテーマの来待石で石室

そこで、今度は石室の石材を見ますと、図3、

クで古墳を落としてありますが、

この地域かを造っています。次に、松江市郊外の風土記の丘周辺は、
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石棺式石室の分布とその石材（島根郡、意字郡を中心として）
（「石棺式石室の研究」より転載）

図3
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ら産出する凝灰岩で石室が造ってあります。それから安来市は皆さん

ご存じのとおり、安来市荒島地区に荒島石という凝灰岩があり、ほと

んどそれを使っています。ただ、松江市の北側は、今でいうと持団地

区の方になるんですが、その持田地区の石室には安来の荒島石が入っ

ております。それから朝酌地区も同じく荒島石の石室があります。

このように、各地域地域で石材が違っております。それからもう一

つ、私達が調査した中で、ここに書いております風土記の丘の近くを

流れる意宇川が八雲村から中海の方に注いでいるんですが、その下流

に古天神古墳という古墳があるのです。これが石棺式石室では一番最

初に出雲地方で造られた石室なのです。この古天神古墳の次ぎに、茶

臼山の西麓にある永久宅後古墳、そして、この石室と同じ形が安来市

の飯梨岩舟古墳や八雲村の雨乞山古墳で、こうしヴ古墳は同じ石室の

タイプ、まさに瓜二つで、当時図面があったかどうか分かりませんけ

れど、工人集団がいて、同じような石室を造ったと考えます。しかし、

石材は違う。ただ、技術者（工人）が造って、移動させれば別ですが、

地元の石で向じ型の石室を場所が違うけれど造ってし＼るということ

は、かなりそこに工人が動いてたということが考えられます。それは

逆に言いますと、古墳が造られた6世紀から 7世紀に、古墳（石室）

の造り方に政治的なものが強く影響したと推定されます。

今度は出雲西部の出雲市の方を見ましでも同じことが言えます。図

は、宍道湖の南しかないですが、出雲平野の方でも神戸川下流域の大
かみえんやっきやま

念寺古墳をはじめ上塩冶築山古墳など奥に細長いタイプの石室を造っ



石と人／基調報告 7 

て行く。ただ、形は今言いましたように普通の横穴式石室です。

この宍道町の周辺をもう少し見てみます。ここの来待地区の西に

百道というところがあり、そこにこの地域で一番古い横穴式石室をも

っ伊賀見l号墳があります。今、松江で言いました古天神古墳と同じ

く6世紀の中頃に出てくる古墳です。そして、来待石で造った初期の

石室になります。それから下の空古墳、これは7世紀に入るだろうと

思います。今日の午後、復元した石室を見て頂くことになります下の

空古墳まで、いくつかの古墳が知られています。この近くでは隣に鏡

という谷がありますが、そこに鏡北廻古墳があります。図4～ 6は

図4 伊賀晃i号墳石室実浪｜！図
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図6 鏡北廻古墳実測函

伊賀見 l号墳、下の空古墳、鏡北廻古墳の図面です。これらの古墳の

特徴は、もちろん今、石棺式石室、一枚造りの石室なんですが、閉塞
かんぬき

石に「＋十」状の同が彫り込まれています。これが宍道湖周辺のみに

5例分布しております。石棺式石室の起源を知るうえで非常に大事な

もので、石棺式石室自体は九州、｜の肥後、熊本県にその元があって、そ

れが6世紀代にこの山陰、出雲地方に入って来たと考えます。九州に

この問はありませんけど、取っ手状のものがその扉石についておりま

す。それから図面を見て頂きますと分かりますが、玄室の入口に寺ljり

抜かれており、そこに切石の閉塞石がはまる構造になっています。
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九州に起源があるということは、既に山本 清先生が30年くらい前

に述べておられますし、出雲考古学研究会も調査をする中で強くそう

思った次第です。それは、それなりの背景があると思います。主人公

は、九州、｜で勢力を有していました肥氏という豪族、また、筑紫氏とい

う豪族と、そしてこちらの石室を造った出雲の勢力であり、奈良時代、
おうぐん

出雲国造である意字郡の郡司の出雲氏が風土記の丘周辺を中心に勢力

をもっております。そういうふうな当時の政治的なものもこの石室の

技術的な背景にあるんじゃないかと思います。

そこで、私たち研究会は、 3年前から九州の熊本古墳研究会と交流

しており、横穴式石室や石棺の比較検討などの研究会をやっています。

石棺式石室や家形石棺の伝播の問題を両者で、発表し合い、そこで話題

となった同系統の古墳を共に見学し、議論を深めつつあります。

最後にもう一つ、石室の造り方がどうなのかとの問題です。その技

術的なものが、私達には分かりませんでした。今日、シンJポジウムで

話題にしてもらいますけど、こちらの地場産業である石灯ろう造りを

しておられる、灯ろう共同組合の勝部石材店さんたちに御迷惑かけま

して、その古代の技術がどうだったのかというのを石室を実際造、って

頂き、それからいろいろなことをお互いに評価しあっています。今日

はそうし寸技術面のことも、また、後で議題になるかと思います。以

上、具体的な話の前に、今まで私達がやりました構造を中心とした石

桔式石室の研究から、石材や加工技術の問題にたどり着いて、今日の

会になったということです。短時間ではあり、話すべきことも多いと
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は思いますが、後の発表ないしは討論の中で、より深めていただきた

いと考えます。

なお、この事業は2年聞かけ、島根県の文化ファンドの助成を得て

やっております。このシンポジュウムも、各方面から御支援受けてい

るということを最後に付け加えておきます。
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〔講溝〕

来待石ができた七頁

高安克己

ただ今御紹介にあずかりました、島根大学の高安と申します。宍道

町ふるさと文庫4「宍道町が海だったころ」ということで以前出させ

て頂きましたので、それに沿ったような話をすれば良いのかなと私自

身では理解しておる次第です。

今日話しをするよう依頼された内容は、宍道湖と来待石の成立とい

うことです。宍道町の自然を代表するような宍道湖と、それから来待

石、それに関する話をしてほしいというようなことだと思いますが、

写真3 高安克己島根大学教授
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メインはどうも来待石の方にありそうですね。現在の専門のほうから

言いますと宍道湖の生い立ちの話の方を中心にしたし、ところですが、

今回はちょっとそのあたりは省略させて頂きまして、来待石を中心と

して、それがどういう意味があるのかというようなことを簡単にお話

ししたいと思っています。

最初、概要を紹介して、それから写真で少し絵を見ながら話の復習

をしてみたいと考えております。で、最初は宍道町の地質の中で、こ

の来待石というのはどういう位置にあるのかということを図？を御覧

頂きながら説明したいと思います。

図7は宍道町に分布してし、る地質の柱状図です。真ん中には、点々

のところは砂岩だとか、あるいは横縞の所は泥岩だとか、そういった

ふうにある程度視覚に訴えるような形で地層の重なりを示していま

す。後で考古学のほうから色々話があると思いますが、考古学のほう

は不思議なことに一番古いものを上に書くんですね。それで段々新し

いのを下に書いてくようです。それがどうしてなのか良く分からない

んですが、縦書きと横書きの文化の違いであろうというふうに思うん

ですね。

縦書き文化の習慣では、古L、ほうから解き明かすと、多分こういう

ふうに古い順に右から左に書かれます。それを一気に横書きにしてし

まったもんだから、多分上から古いのを書かざるを得なくなってしま

ったんじゃないかと思います。

僕らはこれに比べて非常に単純であります。地層というのは古いも
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宍道町の地質柱状図

のが下にあって、新しいものが上にあります。それを絵に描けば大体

こういうふうになるということで、我々は古いほうは下で、新しいも

図7

こういう絵を見るとき、その辺

のことに混乱なさらないようにして頂きたいと思います。

話をもとにもどしますと、図7左側には地質の年代を書いてありま

のが上という描き方をしております。
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す。考古学の範聞ですと大体1,000年とか2,000年とか、あるいは古く

ても6,000年とか7,000年とかそういった時代のことを扱うのが普通で

しょうけど、我々はその下に万年とし寸、非常に古い時代のものを扱

っていることがわかると思います。 1番右側に数字を入れていますが、

これが大体何千万年前というおおよその目安です。ですから、結論か

ら言いますと来待石というのは来待層という地層の中に含まれている

んですが、具体的に言いますと、大体1,400万年前というような時代

の地層だということになります。このような地質の年代がどこまで正

確なんですかとよく言われるんですが、来年になったからといってL

400万 1年前という訳ではなく、 100年経っても相変わらず1,400万年

前と言っていると思うんですね。また、 100年経っと色々測定技術が

進歩しまして、多少これまでと違う年代がでてくるかもしれません。

ただ、最新の年代測定技術によると、大体1,400万年前という結果が

出たという風に理解して頂いて良いんじゃないかと思います。

ところで来待層の上にも下にもたくさんの地層が積み重なってるん

ですね。地質の時代で言いますと新第三紀中新世というような時代に

なります。その基盤になってるのは、右側の地質図を見てわかるよう

に町の南のほうに分布している古第三紀と呼ばれる5～6,000万年前の

花崩岩です。その上に1,600万年前の地層がつもっています。これは

日本海ができ始めのころの地層です。大陸と日本列島との間にくぼみ

ができてそこに海の地層が入り始めたという時代なんですが、そのご

ろの地層が積もっています。多分当時は南側の花園岩地帯が陸地にな
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っていて、その北側の渚にたまった堆積物がそれです。ブーコーズ質

砂岩というような難しい言葉で書いてあります。要するに花崩岩のマ

サ士がそのまま固まった堆積岩と考えて頂ければ良いと思います。砂

岩ばかりではなく、礁岩もありますし、泥岩なんかもあるんですが、

一括してアーコーズ質砂岩と呼んでいます。

ところが、 1,500万年くらい前になるとその上に我々が久利層と呼

んでる地層がたまります。これは頁岩という堆積岩からなる地層で、

多分この建物の下辺りが久利層になってるんじゃないかと思うんで

す。来待川がすぐそこに流れていますが、その川底に露出している黒

い地層が久利層です。それは非常に有機質に富んでいて、どちらかと

いうとものすごく深い、日本海の中の溝みたいなところにたまった地

層だと言われています。それが大体1,500万年前で、日本海が今の日

本海らしくなったと言いますか、非常に拡大していって、今ぐらいの

規模の大きな海になって来たという時代にあたります。

その後このような海が宍道町付近にずっとあったかと言うとそうじ

ゃなくて、この出雲地方で特有な現象だと思うんですが、奥出雲の山

地がその時代、むくむくっと高くなるんですね。しかも火山活動が急

激に活発になります。それは安山岩のマグマを噴き出すような火山活

動でした。大体、それがし400万年前ぐらいです。

この宍道町の近くで言いますと、例えば玉湯町の南に花仙山という

山がありますが、メノウの出るところですね、あれも当時の安山岩で

できています。それから玉湯町と宍道町の境界にある上野山という山
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も安山岩でできています。それらは、最初海底火山だったんでしょう

けど、噴火がすすむと陸地に出て来ます。陸地に出ますと、風化と浸

食が進みます。浸食されて石がごろごろ海岸沿いに堆積する訳です。

それから同時に、火山が噴いておりますので、火山灰などもたくさん

入ってくる。そういったものが、ちょっと沖合の海の底にたまったと

いうのが、来待石の元になっている来待層ということになるんですね。

図8が、大体その時のイメージを描いたものです。先程申し上げた

ように陸地のほうに安山岩の火山があります。ボーンと噴火していま

す。山すその方に溶岩がだらだらと流れています。黒く塗りつぶした

所が溶岩だと考えていただければ良いと思います。

で、陸地のすぐ近くといいますか、火山の麓と＼，，¥ ＼，，、ますか、そうい

図8 来待石の堆積環境を示す模式図



石と人／来待石ができた頃 17 

う所は安山岩の疎がごろごろするような場所になっています。また、

そこを縫って流れていたような川の堆積もあります。このように明ら

かに陸地だと思われるような所の堆積物を、我々は大森層と呼んでい

ます。それよりも沖合のほう、つまり海岸よりも海側のほうですね、

そこにたまったものが来待層で、ここは少し水で洗われていまして、

砂粒がそろっているということで砂岩になる訳です。来待層の砂岩で

すが、普通の砂岩とちょっと違っています。普通砂岩というのは顕微

鏡で見ますと、風化に 1番強い石英の粒がたくさん集まっています。

ところが、来待層の砂岩、つまり来待石の場合にはこの粒々は一つ一

つの鉱物じゃなくて、安山岩の岩片が多いんです。つまりボーンと吹

いてきて、空中でパチパチと割れて、そういった細かい岩くずがたく

さんたまったというふうに考えていただければ良いですね。それが水

の中に落ちてから選別されて粒度が揃ってきれいな砂岩に見える。そ

の間を埋めてるのも、火山灰などです。ま、そういうことで来待石の

ことを我々はただの砂岩じゃなくて凝灰質砂岩と呼んでいます。凝灰

岩というのは火山から噴出されたものでできてるのですが、ただ、そ

れが素直にたまったんじゃなくて、水で洗われて、淘汰されてから砂

岩になっている。そういうふうに解釈している訳です。そういうこと

が起こったのが大体1,400万年前であるということになります。

その後火山活動がおとなしくなると、火山からの物質の供給という

のはなくなりますので、今度はまた静かな海になる訳ですね。そうい

うところに諮ったのが、布志名層と呼んでる地層です。地質図ですと、
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ちょうど宍道湖岸に横縞に書いてあるところがあります。それが布志

名層ですね。これは大体泥岩、または砂岩の中でも非常に細かな細粒

砂岩というようなものでできています。

およそこういったところが宍道町の地層の重なりで、しかもその後、

中国山地がさらに隆起しますと、南の方が上がる訳ですから北の方が

相対的に下がるというふうに全体の地層が傾斜する訳ですね。それが

また削られてますので、上から見ると l番古い地層は南の方に分布し

ていて、だんだん北の方に、つまり宍道湖岸に向かつて新しいのが重

なってるという風に見えるわけです。

ところで、先程申し上げた凝灰質砂岩、つまり来待石ですね、その

ような砂岩が非常に厚く堆積するような場所は、そんなに一般的にあ

る訳じゃなくて、どちらかというといくつか集中しであるんですね。

その一つがちょうと宍道町から玉湯町にかけての一帯です。そういう

所で良質の石材として利用できるような来待石が今見られるというこ

とになります。

実は同じような現象は、同じ時代にあちこちに起こっていて、例え

ば来待石よりも多少粒度が細かくなりますけど、平田から大社にかけ

ての北側の山塊のなかで l番東側の麓辺りにも似たような石がありま

す。その石は久多美石と呼ばれていますが、やはり江戸時代にそれも

注目されていて、例の月照寺の亀の石がどうもあれでできているとい

われています。成因的には来待石と同じようなものですが、ちょっと

久多美石の方が細かい。
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来待石の方は多分火山にもっと近かったんでしょうね。多少粗くて、

しかも、粒と粒との聞に穴ほこがたくさんある。そういうところに雨

水が入ってきて風化が進行します。酸性雨とよくいいますけれど、雨

水は元々酸性なんですね。ただ、今はもうちょっと酸性が強くて、レ

モンジュースぐらいだといいますけれど。昔の雨でも空気中の炭酸ガ

スを溶し込んでますので多少酸性になっています。そうすると、石を

少し溶かすごとができる。溶してくるとその中から窒素だとかカリウ

ムだとかそういった植物の肥やしになるようなものが惨み出す訳で

す。それで、今度はまず苔がつく。苔がつくと今度はその苔が根っこ

のところで腐食酸ができますので、それで、また、風化しやすくなる、

というようなことになります。新鮮な来待石は安山岩の岩片がたくさ

ん入ってますから、青く見えるんです。これは石を切ってる方はすぐ

分かると思いますが、新鮮なのは青黒い色。ところが風化したり鉄分

の酸化で少し赤くなってくると、そういう色が混じりあってちょっと

茶色っぽくなる。そのうち苔が生えてきて、貫禄が出てくる。そうい

うことで、石灯龍には多分一番良いタイフの石材じゃないかと思うん

です。

私の父親も 7～ 8年前ですか、出雲の石灯ろうは有名だということ

で買ったことがあります。うちは千葉県のほうですけれども、出雲石

灯ろうは市場にも出てるらしいんですね。でも、お前の所に行けば産

地だから安く買えるんだろうと言っておって、まあ、そうかもしれな

いということで、買いに連れて行ったことがあるんです。そしたらま
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あ、歳寄ってるからあんまり大きなのは止めておいた方が良いと言っ

たのにかなりでかL、奴を担いで帰っていきました。ちょうど家を改築

したところで、新しく庭を造ったんで欲しかったのでしょうね。でも、

やはり 3年くらいすると色が変わってきて、苔が生え始めてきました。

今ではもう私の家にある灯寵のなかでは一番貫録があるんですね。一

番新しい灯龍なのに一番貫録がある。そういうわけで、やっぱり灯ろ

うってのはこういう石じゃないとだめだなという感じがします。

このように来待石は、地質学的にも岩石学的にも非常におもしろい

んですが、もう一つおもしろいのがその中に含まれている化石なんで

すね。

海の中にたまったものですから、やっぱり海の生物の化石ががある

んですが、ただ陸に近いところの海だったものですから、陸の生物の

化石も中に入っています。それから、陸と海との境界に棲んでいたよ

うな、そういった生物の化石も含まれています。そういった中で特に

おもしろいのがパレオパラドキシアと呼んでいる化石です。この仲間

は全く絶滅して今はし、ません。謎に満ちた動物なんです。

それで、その復元を巡って、 100年近い議論が続いている訳ですね。

最近、東大の医学部の犬塚先生が新しい説を出しています。彼による

とパレオパラドキシアはその脚に特長があるということです。ほ乳類

はふつうは四つ足で歩きます。歩くための脚ですから体の下について

いるんです。恐竜なんかもそうです。恐竜もあれは普通のは虫類など

とは違って胴体の真下に足がついてる。それで、歩くことに非常に適
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応したは虫類というのが恐竜ということになりますが、ほ乳類は元々

そういうふうになってるんですね。歩いたり走ったりするために、胴

体の真下に足がついている。決してワニやカメのようなガニ股になら

ないんです。ところが、いったんほ乳類になったものが、水辺の生活

をはじめる。陸と海との境界にはあまり他の生物が棲まない。今でも

世界中探しても浜辺を専ら生活場所にしている大型の生物つてのは多

分いないんじゃないで、すかね。まあ、小さいものは別として。人聞が

夏に海水浴に行くってのはありますけど、それはまあ別として、普通

はそこを専らの住処にしてるつてのはあまりない。そういうところは

邪魔物が入らないし、ねらい場だった訳です。

で、そこに目をつけたのがパレオパラドキシアの仲間です。そうす

ると、当然、体のっくりも手足の付け方も、歩くためのものに加えて

泳ぐ機能が必要になってきます。つまり体を立てて歩くよりも、むし

ろワニとかカメとかのように、は虫類型の手足のつき方のほうが、海

の中に入ったときにはうまく泳げるということで、は虫類型ほ乳類、

つまりは虫類型の歩行形態に戻ったほ乳類という変な動物ができあが

ったわけです。

その他いろんな根拠があるんですが、そういう研究の、証拠の一つ

になるのがこの来待石から出てくるパレオパラドキシアなのです。来

待石からだけではなく、他のいくつかの場所からも出てくるんですが、

この来待標本は世界的に見ても一番西南の産地から出てきたもので

す。パレオパラドキシアは太平洋の北岸に沿ってずっと分布してるん
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ですが、その中でも一番西南の生息地であったということになります。

また、 1,400万年前というのは、パレオパラドキシアにしては一番最

後の時代です。世界中で 1番新しい時代のものです。非常に貴重な化

石が、来待石からはまだ、たくさん出てくると思うんです。これまで

見過ごしてるかもしれませんね。

それでは、これからはスライドを見てみましょう。

スライド 1 下の図の斜線で示したところが来待層になります。この

北側が布志名層です。布志名層というのはやや沖合の海の地層で、非

常に広く分布してるんですが、来待層になると近くに火山があったよ

うなところに団子状にしかない。

スライド 1 来待層の分布図（下の図斜線部分）

スライド 2 来待層がたまった当時のイメージとしては大体こんなも

んですね。火山があってその周りにたまったものです。
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スライド 2 来待層の堆積イメージ図

スライド 3 今お話ししたパレオパラドキシアという海獣です。大き

さは大体カパくらいですかね。カパは胴体の下に脚が出てますけど、

ああいうのじゃなくて横に張っています。

スライド 3 パレオパラドキシア骨格標本
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スライド4 来待石から出たパレオパラドキシアの化石

から出て来たものと比較したらこ

れは雄のパレオパラドキシアであ

るということです。

スライド 5 これは、どんな生活

をしていたかということですが・・ー

－。小錦が水の中で泳ぐと大体

こんなもんじゃないかと思うんで

すが、どうでしょうか。あまり格

好のよいもんじゃないですね。多

分ここに水かきを持った手足があ

った。鼻は上のほうについていて、

スライド 5 パレオパラオキシアの
生活推定図
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水中生活に適応していた。そして、こういうアマモみたいなものを食

べていたんじゃないかと思われるわけです。

スライド 6 これはもう一つ来待層から出てくるもので、カルカロド

ン・メガロドンという巨大なサメの歯です。ここにメジャーがありま

すけど、大体10cm、幅が10cmのサメの歯ですね。天狗のツメとか呼ん

で神社の御神体になってる所もあるようです。今のサメの歯は大体こ

のくらいですからと

ても巨大なサメで

す。こういうものが

来待層から出てく

る。実は、来待層か

ら出たということし

か分からないで、う

ちの大学の標本にし

てもらったもので

す。多分むっとよく

探せば、まだまだ、

たくさん出るんじゃ

ないですかね。とも

かく日本最大級の立

派な標本です。

スライド6 来待石から出たサメの歯
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スライド 7 これは、上の布志名層からのものなんですが、これとは

ちょっと違うタイプの標本が来待層からも出てきます。ある種のタコ

が産卵期に卵をいれる揺りかごを作るんですが、その殻なんですね。

そういったものが来待層の一番上のところからも出ている。これは揺

りかこのようにして海面を漂って暖流にのって日本海を上がってくる

ということで、そういうものが出るということは、暖流が当時流れて

いた証拠であるということになります。

スライド 7 タコブネの化石

スライド 8 当時の様子を復元するとこうなるだろうというもので

す。あまりし肉、絵じゃないですけど、タコブネが泳いでいます。タコ

ブネは大体10cmくらいですから大きさのイメージは少し違います。そ

れからサメがいるんですね。それからここにパレオパラドキシアが遊

んでいます。また、海岸線は緑の森に固まれていたと思われます。ま
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だ暖かかったんですね。そして、火山があって噴火している。クジラ

の骨も来待石からたくさん出て来ます。クジラも措くし、でいたし、底に

はアマモがある。 1,400万年前の来待石ができたころの海岸や海の風

景は大体こんな風景であったと思われます。

話はこれで打ち切りたいと思いますが、まあ、詳しいことは宍道町

ふるさと文庫4「宍道町が海だったころ」を読んでいただければ分か

ると思います。

スライド 8 来待石ができたころの海中の推定図
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〔講演〕

石棺の石材と出雲

問壁忠彦

ご紹介頂きました、倉敷考古館の間壁でございます。岡山から参り

まして、果たしてうまく行くかどうか大変心配しております。と中し

ますのは、私、石棺の石材のことに興味を持ちましてから大分石棺を

見て歩いたのですが、出雲の石棺を一番さぼっております。それは、

山本 清先生の山陰の石棺についてのお仕事があり、それで大体がわ

かってしまうからで、出雲の石棺のことは、不案内なことが多いのです。

私が石棺の石材のことに興味を持たざるを得なくなったのは、大体、

写真4 間接忠彦倉敷考古館長



石と人／石棺の石材と出雲 29 

出雲の場合もそうでありますが、その地方に産出します石材で、その

地方の石棺を作るというのが大原則です。ところが、岡山には石棺が

25ほど分かつており、出雲に比べればよほど少ないのですが、その石

棺の石材のうち、わずか5例ほど、それも特定の古墳時代後期の家形

石棺に限って、地元に産する貝殻と、泥が固まったような岩石で造っ

ており、その他の20例ほどはどこの石か見当がつかなかったのです。

それが一体どこの石材なのかと調べ出したのが始まりでございまし

て、調べてみますと、行き着く先が九州であったり、あるいは近畿地

方の兵庫県であったりするということが判りました。そんなことから、

ほとんど西は九州から、東は関東、東北まで石棺を見て歩かざるを得

ないはめに陥りました。

それは、おそらく出雲で古墳を研究しておられる方には思いもよら

ぬことが岡山では起こったということの単なる結果でありまして、別

に誰が発見したってよろしかったんですけど、偶然に私が考古学の勉

強をしている場所がそういう場所であったということであります。

それで、今日は来待石と石棺がどういうふうにかかわるかというこ

とを申し上げることになるのでありますが、なかなか出雲は凝灰質の

砂岩が、それから凝灰岩産出地が多いところでありまして、その代表

は来待石であるんでありますけど、私共の力では、来待石とその他の

凝灰質砂岩とかがなーかなか区別できません。しかし、安来の荒島の石

材はその他の石材とは何とか区別がつきそうなので、その他の荒島石

以外のものは、取り敢えず全部来待石だというふうにやっつけてしま
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っております。

石材の問題はとてもそんな生易しいものではないかも知れません。

しかし、出雲では荒島石以外の石棺の石材の代表が来待石であること

だけは間違いないことであろうと考えております。

これは、今日の石棺式石室のレジュメの中にもありますけれど、も

う少し細かな展開は、出雲の研究者の方々にやって頂く以外手がない

訳で、私共の手に負えるものではありません。

まず、古墳時代の石棺全体について、少し申し上げます。

石桔というのは、ただ単に板状の石を組み合わせて造った箱式石棺、

あるいは箱形石棺と呼んでおりますものも含まれるのが当然でありま

すけれども、ここではそういうものはちょっと除きまして、十分に加

工が加えられておる石棺に限ります。

そして、十分に加工がある石棺に限りますと、基本的にそれぞれの

地方で最有力の古墳に用いられる事例がかなり多いようで、古墳時代

を考えるうえで非常に重要な資料になります。

ところで、古墳の棺は石で造るだけでなく木でも造りますし、そし

て木で造るもののほうが圧倒的に多い訳ですが、木で造ったものが運

よく残るなどということは、極めて稀であります。ですが、石棺は破

壊されることはありましでも、断片があれば全体の様子が分かること

が多いですから、これでもって古墳時代の棺形態のことを逆に考えよ

う、木の桔のことも、逆に石棺の方からその姿を類推することも、若

干残った例がある木棺との関わりで考えれば不可能ではありません。
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そういう資料になる訳であります。

ここで申します石棺は、大ざっぱにし火、まして 3種類ございます。

家形石棺、それから長持形石棺、舟形石棺。舟形石棺の場合はその中

のある種のものは割竹形石棺とも呼びます。区別が不明瞭なこともあ

りまして、取りあえずは割竹形・舟形石棺という総称で呼ぶこともあ

るのですが、ぞれでは舌をかみそうなので、舟形石棺と省略＼，＼たしま

す。

大ざっぱな年代を申し上げます。舟形石棺は古墳時代の区分けで行

きますと、前期と中期と後期の初めということになります。舟形石棺

が造られた時代は4世紀のどこまでさかのぼるかちょっと分かりませ

んけれど、 4世紀初頭には多分ないであろうと、これだけは間違いな

いと思いますが、 4世紀のあるところまでさかのぼり、大体5世紀の

時代に行われまして、新しいものは6世紀へかかるものがあるかもし

れない。間違いなく 6世紀だと言われるものも現存します。

それから長持形石棺、これは古墳時代中期の棺です。ただし始まり

は、これも 4世紀にかかる可能性は多分にあると思います。終わりは

恐らく 5世紀のうちにほぼ終了するでしょう。 5世紀の最終末にはも

しかしたら、もうほとんどないかも矢口れません。

家形石J倍、大体これは古墳時代後期の棺です。ただし、九州だけは

古い家形石措がありまして、 5世紀のある段階までのぼります。以上

が、まあ、それぞれの年代観です。

それから造られ方。舟形石棺というのは、この出雲にも10例ばかり
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あるのですが、全部割り抜いて造ります。蓋と身の 2材で出来ており

まして、どちらも中を剖り抜いてあります。

それに対しまして、長持形石棺は、 6枚の材で組み合わせます。こ

れが大原則であります。例外が皆無だという訳ではありませんが、ほ

とんど例外がないといえ、組み合わせであります。

これに対しまして、家形石棺は組み合わせと引り抜きの両方が造ら

れます。

それで、石棺は日本中、有力な古墳が築かれた所ならどこでもある

かとなりますと、ないところがし、っぱいあります。しかし、古墳文化

の中心地にはある場合が多いのであります。そして、まずこの石棺を

造りました石材一般のことを申します。日本は火山国ですから凝灰岩

が非常にたくさんあります。それから海に接近しておりますから、し

ょっちゅう海底であった所が陸地になったりしますから、砂岩もたく

さん産出します。それで石棺を造ります石材は、例外はともかくとい

たしまして、凝灰岩と砂岩であります。ただし、凝灰岩と砂岩と申し

ましてむ、考古学者はその産出状態を抜きにいたしまして、勝手気ま

まなことを言っております。で、砂岩と書いてあるものが実は凝灰岩

であったり、凝灰岩と書いてあるものが砂岩であったり致しますが、

それは、石材や岩石の専門からはるか離れた学問ですから、まあ、過

去以来ずっとかなり、勝手気ままをやっている面があります。

ですが、その凝灰岩や砂岩の産出地があるからと言って、どこの石

ででも石棺を造っておるかというとそうではありません。石棺を造っ
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注．二重枠は他地域まで巡ばれたもの

図9 西日本の主な石棺石材産地

てもよいような良好な石材の産出があっても、石棺を造らない所はい

っぱいあります。

まあ、そんな中で、どんな石が石棺に使われておるのかということ

を示したのが図9でして、西日本のほうだけ仮に図面に入れました。

東日本のほうは後で、口頭で少し申します。

西では九州の阿蘇山に関わります凝灰岩、阿蘇の凝灰岩とか呼んで

おります石ですが、これが広域に産出いたします。福岡県、熊本県が

一番中心かも知れませんが、大分県にも宮崎県にもあります。

そこで盛んに阿蘇の石による石棺が造られております。これは長持

形石棺が、ちょっぴりと、舟形石棺と家形石棺がたくさん。日本で最



34 

も多い舟形石棺は、その石による舟形石棺で、 100例を越すと思いま

す。家形石陪もかなりの数に上ります。

阿蘇の凝灰岩が噴出して出来ます時に、よーいドンで全部が一度に

出来たのではないらしくて、幾度にもわたって噴出堆積したので、そ

れは地質学では区分がちゃんと出来るようですが、我々肉眼で見たの

では大分から出ますものと熊本から出ますむのも、とてもじゃないが

区別出来ません。

それからもう 4 つ、これは私の失敗談でございますけれども、阿蘇

の凝灰岩の中に熊本県の宇土半島の山中から産出します、色調がピン

クをした凝灰岩がありまして、これも阿蘇の噴出に関わる石材のよう

ですが、この石材で実は古式の家形石棺が造られております。

その分布が大和盆地の北部にありまして、あと河内にあります。岡

山にも一つあります。その分布の状況から考えまして、それぞれの地

方の石材で、それぞれの地方の石持を造って、そのほか近畿地方へ運

んだものもあるというのが一般的であるとの理解から致しますと、畿

内地方の凝灰岩の産出地でございます二上山に産出するものだと考え

ざるを得ないということになりまして、一所懸命探したんですが、ち

ょっと似た石がありました。それで、二上山のピンク石としていたの

ですが、それが間違いであったと宇土市の高木恭二君たちが見つけて

くれまして、その分布が大和盆地の北部中心であるにもかかわらず、

宇土半島の石材であると後に明らかになりました。これも阿蘇の石の

仲間に入れなくてはならない。今度の本でも訂正しましたし、数年前
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から訂正しているのですが、自分の手で訂正を始めるまでには20年近

くかかると思っています。ところがその石によるそのスタイルの家形

石棺は未だに九州からは一例も出土してまいりません。不思議なもの

でして、それをどのように歴史の上にのせるのかいうのは、相当難解

な問題になるでしょう。

それが阿蘇の凝灰岩ですが、それから、北部九州の唐津の南側の山

中に産出します、松浦砂岩と呼ばれております砂岩があります。これ

が石棺に造られております。これは長持形石棺がー古墳、肥前谷口と

いう有名な古い古墳ですが、その他に舟形石棺が何例かあります。こ

の松浦の砂岩のものと大変良く似た砂岩の産出地が瀬戸内海沿いに続

き、東の方へ行きましたら大阪の和泉砂岩に至るまで有名な砂岩産出

地がたくさんあり、これも、また、ピンク石の二の舞いをやるかもし

れませんが、分布の状況や形態から致しますと、佐賀県、松浦の砂岩

が、福岡県の中部の沖出古墳の石棺の図（P47、図11）がありますが、

これが福岡県ではかなり東の方でして、この周辺にも実は砂岩の産出

地があるのですが、これも、松浦の砂岩の石棺ではないかと石棺の形

態から推測しております。で、その他に山口市にあり、岡山にも今は

見えないんですが、砂岩の可能性のある舟形石棺があります。

それから、大阪の堺市の二本木山、それから奈良の平城宮跡の裏の

不退寺に置いてあります、砂岩の石棺。これは松浦の砂岩が運ばれた

のではないかと推定しております。しかし、私たちの力でよく似た砂

岩を区別するのは難しいようです。この種の砂岩に含まれているのは、
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大体石英がほとんどで、長石がちょっと入っているだけなので、なか

なか区別出来ません。区別する方法はあるのでしょうが、今はまだ実

験してくれた人はないようです。

それで、将来は間違いか、正しいのかを再考してもらえる時が来る

だろうと思っております。

それから、ちょっと申し遅れましたが、阿蘇の凝灰岩による石棺は、

先程のピンク石にかかわらず、普通の灰色を帯びた凝灰岩も、岡山へ

も運ばれておりまして、これがどこから運ばれておるかを見つけるこ

とが石棺調査の原因になったのですが、それは近畿地方の南では和歌

山市大谷古墳の組み合わせの家形石棺が最も遠くまで運ばれている例

です。兵庫県、大阪府、京都府にも運ばれています。

それから、山口県の平野石というのは、ほんのちょっぴり家形石棺

を造っただけの石材であります。まあ、あまり問題にしなくてもいい

でしょう。

それから、来待の石と荒島の凝灰岩です。出雲地方の石棺は長持形、

舟形、家形、それに私ほとんど勉強しておりませんが、石棺式石室が

造られるということになります。

この図（図9）では抜けておりますけれども、鳥取県因幡にも、鳥

取県東部ですが、砂岩と凝灰岩両方産出しまして、両方で家形石棺の

み造ります。これでは長持形や舟形は皆無です。

兵庫県に入りますと、日本海岸城の崎の近くに今津石という砂岩質

の石材を産出する所がありまして、今津の石と呼んでいるようですが、
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そこでちょっぴり家形石桔が造られております。これも家形石棺だけ

であります。それから丹後半島。ここは凝灰岩と砂岩質の石材も含む

かもしれませんが、丹後半島の凝灰岩と私は総称していますが、産出

地は点在していまして、どれがどれかなかなか分かりませんが、舟形

石桔と長持形石棺を造っております。しかし、家形石棺は今のところ

皆無です。

それから福井へまいりまして、これは来待石に負けないというか、

来待石以上に有名な努谷石というのが福井に産出致します。これも石

棺を造っておりますが、基本的に舟形石棺だけしか造りません。長持

形石棺、家形石棺は皆無です。唯一、福井にあります家形石棺は、舟

形石棺の形に似ているのですが、横口で平入りですから、何か出雲と

かかわるのかと感じます。出雲と越前のかけ合わせみたいなものとい

えます。ただし、これは努谷石ではありませんで、第谷石以外のあの

辺りの凝灰岩一一砂岩質かもしれませんが一ーの石材です。

それから南へまいりまして、岡山に浪形石というのがのっておりま

す。これは家形石棺のみ 5例ほど造っておりますが、後期のいずれも

有力な古墳、岡山県最大の横穴式石室をもったこうもり塚の内部主体

もこの石材の家形石棺です。他の形態の石棺には使っておりません。

それから四国は香川県のみ石棺が出ております。これはいずれも凝

灰岩のようで、西の方に鷲のUi、西の方と言いましでも讃岐では中ほ

どでありまして、鷲の山石、これは割竹形石棺のみを造ります。それ

から東の方に火山石とし、ぅ石材があります。これは荒島の凝灰岩に性
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質がよく似ておりまして、結晶をほとんど持たない天然、ガラス質の白

い色をした凝灰岩です。これでもやはり長持形、家形は造らないで、

舟形石棺、あるいは割竹形石桔が造られております。そうして、鷲の

山の石も地域外に運び出され左側が知られます。大阪で有名な直弧文

のある安福寺の石棺は、割竹形石棺として典型的なものだと考古学の

石棺研究が始まったころ以来言われておりますが、これが鷲の山の石

だと分かりました。

それから鷲の山の石では、同じ大阪の松岳山古墳という積み石の非

常に立派な古式の古墳の長持形石棺の側石材に使われております。底

と蓋は花崩岩です。非常に硬い石を見事に加工しております。側石は

鷲の山石を運んでいます。それから、火山の白い石のものは岡山へ来

ています。これは瀬戸内海を渡れば良いのですが、その他に、奈良の

日葉須比売御陵にあるというむのの図が残っているのですが、これは

さまざまな理由で私、火山石の舟形石棺の蓋であろうと憶測している

のです。た工、これを点検出来るまでには100年かかるか80年かかる

か分かりませんが、宮内庁が陵墓を開放してくれなきゃなりませんし、

墳頂に上がってみたところで、埋めてありますので、なかなかそれを

点検出来るのが、どれほど先か分かりません。遠い先のことですから

憶測していってもそれは絶対違うと言われないと思います。そんなふ

うに、香川の石は比較的古い舟形の石棺のものが岡山と大阪で確実に

畿内へ運ばれているということです。

それから、竜山石というものが兵庫県で産出します。この竜山石で
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は驚くなかれ、と言うのは、こんな見落としを日本考古学が今までし

ていたとは信じられなかったのでありますが、長持形石棺というのは、

畿内の大王墓をはじめとする 5世紀の大古墳の棺だと言われ続けてお

ります。それが全部見える訳じゃありませんで、御陵墓になっており

ますものは見えないものもありますから調べられて今でも点検出来る

物の数はそう多くありませんが、見えるものは全て兵庫県の播磨の竜

山石で造られておりまして、これははるばる中国山地を越しまして、

兵庫県の出石まで確実に運ばれております。西は岡山まで長持形石棺

が来ております。それが竜山石であります。

あわせて家形石桔の時代になりますと、後に申します二上山の白い

石の石棺が近畿地方で盛んに使われるのですが、それを追っかける様

に竜山石で家形石桔を朝り抜き組み合わせともに造りまして、これが

はるばる各地へ運ばれます。近畿地方では大阪、奈良、京都、それか

らj滋賀県まで家形石棺が運ばれております。西は瀬戸内海を通って岡

山、広島、そして l例だけですが、山口県の防府の大日古墳という非

常に立派な横穴式石室内の家形石棺が地元に平野石があるのに竜山石

が運ばれております。石棺を造った石としては、阿蘇の石による石桔

の数よりも総数では多くなると思います。近畿地方一円で使われてお

りますし、それから地元の兵庫県には何百あるのか数えれないという

状況です。

その隣に神戸層群の石というのがありますが、神戸の裏山の六甲山

の辺りに少し白い色をしました凝灰質の砂岩で割合きめの細かなもの
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であります。これは板状に割れますので、組み合わせの家形石棺だけ

しか造っていませんが、これが兵庫県の東半部と、大阪の西北部、摂

津へ少し運ばれておるようであります。竜山石が神戸層群の石材産地

を越えて東へ運ばれておるにもかかわらず、なお、聞には土地の石に

よる組み合わせ家形石桔の開発が行なわれているということです。

それから二上山。二上山は石器の材料にします、サヌカイ卜を産出

することでも有名でありますが、白色の凝灰岩を産出致しまして、奈

良、大阪を中心に後期の家形石棺、これは割り抜きと組み合わせ両方

が作られます。

少し前のことですが、金ぴかものがたくさん、斑鳩の藤の木古墳で

出て来て驚きました。その時、外面を真っ赤に塗った石棺にも驚いた

のですが、あれも二上山の白い石による石棺でした。

近畿地方の中心地域では、二上山の白石による家形石棺が盛行し、

そしてさらにそれを追っかける様に竜山石の家形石棺もたくさん使わ

れたのであります。

このように見ますと、西日本一帯で三種の石棺形態を全部を造った

のと、一部分を造ったのとがある訳で、むしろ全部を造った石は非常

に少ないということです。その中で、出雲の石材によるものは後でち

ょっと申しますが、全部にわたっています。舟形も長持形も家形も全

部にわたっておるという特徴を持つということになります。

さらに、まだちょっと時間があるかと思いますので、東の方の話を

致します。
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東へ参りますと、三重県に家形石棺だけを造った石が分かつており

ます。一志郡という郡がございまして、一志町という町があります。

これ「L、っし」かと思ったら「L、ちし」と読むのが良いようです。多

分凝灰質の砂岩だと思います。

それで、家形石棺だけを、考ljり抜き、組み合せの両者を造っており

ます。

それから、愛知県の北部と岐阜県に石棺を造った石材があります。

これも凝灰質砂岩だと言われておるのでありますが、産出地がかなり

たくさんあるようですが、制り抜き、組み合わせ両方の家形石棺を造

ります。

後は静岡県です。静岡県の東に伊豆半島がありまして、凝灰岩があ

ります。伊豆の白石という伊豆半島の付け根あたりが主な産地だと思

いますが、これも荒島の凝灰岩に｛以た、あるいは二上山の白石もそう

ですが、結品質をほとんど持たないガラス質と言って良い石材であり

ます。二上山の白石も、荒島の石も、香川の火山の石も、それから伊

豆の白石も、断片を並べられますと、区別できないかもしれません。

まあ、運が良けーれば利き酒程度には分かるかもしれません。いずれに

しても同じような性質の石材のようであります。

それで、これも家形石桔のみ造っておりまして、伊豆半島にも出ま

すし、伊豆から100km程西へ行きました静岡平野にわたって使われて

おりまして、静岡市の有名な後期古墳賎機山古墳は、藤の木古墳が調

査されたときに、金製品で藤の木古墳出土品とよく似ていると議論に
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なりました。 賎機山古墳の寺ljり抜きの家形石桔もこの伊豆の白石です。

後は、主な石棺の所在地は群馬県です。群馬県には砂岩と凝灰岩が

両方かなり産出地があります。まず長持形石棺が、大変典型的な長持

形石棺が、近畿地方より東側ではここにだけあります。太田市の天神

山古墳、伊勢崎市のお富士山古墳。お富士山のものは千葉県佐倉の歴

史民俗博物館にレプリカが造つでありますから、誰でも見に行けるも

のですが、この天神山とお富士山の長持形石棺は、畿内の大王墓の長

持形石桔と形のうえでは全く同じです。それを関東北部の大豪族が採

用しているということです。これは注目すべき出来事である訳であり

ますが、しかし、石はさすがに竜山の石を運ぶのではなくて、群馬県

の石材、砂岩で造っております。

その他に、舟形石棺が相当数がありまして、これは砂岩のものと凝

灰岩のものとです。舟形石棺形のもので、新しいスタイルのものは家

形石棺となかなか区別出来ないようなものまで含まれますが、流れか

らすれば家形石棺に入れないで、舟形石棺の流れの中でっかまえるべ

きものが群馬県の割り抜き石棺だと思います。組み合わせのものは、

二つの大前方後円墳の長持形石棺だけでありまして、後は寺IJり抜きの

系統のものです。あと、関東東北にはもうちょっとありますけれども、

それぞれの所に産出する石材で少数造っておるという程度のことであ

るようです。

有名な大谷石では今のところ石棺は分かっていません。ですから良

い石材があれば、絶対造るというものではありません。大谷石を産出
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します、北関東の栃木県も、古墳時代で言えば、大変に有力な所であ

りますが、何故か大谷石では石棺を造らなかったようです。

それが、極めて大ざっぱな日本中の石棺の石材です。まだ、細々し

たのがもうちょっとあるのですが省略しました。

そうして、そのように見て行きますと、石棺の石材の産出地は、決

っして多くはない。ただし、出雲のようにたくさんの産出地があって、

本当はどこから切ったかわからないというようなものも含まれます

し、丹後半島の場合もそうですし、それから阿蘇の凝灰岩の場合も、

本当はどこで掘ったのか、大変に広い産出地ですから、個々には決め

難い。けれども阿蘇の石だという程度のことで辛抱すると致しますと、

石棺石材の産出地というのは多くはないのであります。これが多くな

かったお陰で、私のような岩石のことに、全くもって素人でありなが

ら、これらの仕分けがある程度出来たのです。これはそれぞれの土地

でそれぞれの石で造った石棺がそれぞれの姿をしているという、これ

は考古学的にはもう当たり前のことでありますが、それのお陰であり

ました。

それと私の高等学校のときの思師が後に岡山大学で鉱物学の教授に

なって、学部長にもなるのですが、逸見吉之助先生、この先生に私、

新制高校になった頃、まだ、なったばっかりで何を教えて良いのかわ

からない時代でありますから、化学の時間は有機化学が 2時間と無機

化学が2時間とそれから地球科学という名前のものが 1時間、 1週間

に行ーわれまして、無機化学に至っては旧制高校の理科のテキストを使
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ってやられるんですが、何のことかわからないうちに終わってしまっ

たりしたのです。その中の地球科学を習った先生のところへ、考古学

の石をもって行きまして、これはどうしましょうかと言って良く聞い

ておりました。

石棺を調べるにあたりましでも、その先生のご指導受けまして、ま

あ、肉眼で見なさし、。石棺は壊せんのだからということがまず第一と、

それから石材産出地の石を良く見なさいと。ただし、それでも良く似

た石は各地にたくさんあるから、間違いを修正するためにX線解折を

やりなさい。で、 X線解折で岩石を区別するなどということは岩石の

専門家にとっては、とんでもない話のようですが、しかし、それがあ

る程度までは運良く石材の産出地数が限定されておりましたから、区

分が可能だったのです。 X線解折するのはちょっと実験時間が掛かり

ますけれど、出てしまえばそれは何が含まれておろうと、ぎざぎざが

出て来て、図合わせをすれば良いんです。

それによって肉眼で見たものの修正をしながら進めることができた

訳でありまして、 X線解折L000点ぐらいやりましたでしょうか。そ

れで、来待の石に関しましでもX線解折しているんですが、なかなか

これはX線解折などでうまくやって行ける代物では無さそうでありま

す。私が来待石と呼んでいる、大ざっぱな凝灰質砂岩が産出する地点

ごとに区分出来るなどとはとても思っておりません。ただし、来待石

と荒島の石を区別するくらいは、 X線解折でわけなくできます。誰が

見てもこれとこれ違うでしょう、はい、違いますとなるほどの違いが
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出ます。それは、荒島の石は結品質のものをほとんどもっていません

から、こんなノコギリの歯みたいのは上まで上がって来ません。ぐち

ゃぐちゃっとなるだけでありますから、これは明解に区別出来ます。

そんなことで、産地数が一定の限定をもっておったことと、一定の

姿をそれぞれの産地の石材で造った石棺がしておるということで、時

に、間違いもあるのでしょうけども、仕分けが出来ました。

さて、それで、出雲の石棺は、もっぱら山本先生の図面を勝手に私

流に変形させているかも知れませんので、実物とよほど違ったものに

なっているかもしれませんが、まず、最初に舟形石棺、まだ、他にも

あるのかもしれませんが、舟形石棺の分布図（図10）を作っており、

。ぐ－－・ f ・_.1 30km 

図10 出雲の割竹・舟形石棺分布と石材産出地
l大原荒神， 2.m売J家， 3神庭7；船， 4柁（o,車場， 5竹矢岩船， 6.リく道横凶，
7. Ii;，己築111,8. l：造fr.立， 9春日干；J1),10.青木原， ll雲部
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その下に名前が書いてあります。出雲の舟形石棺をそれぞれどの時代

と言ったら良いのか分かりませんが、大塚荒神にしましでも、神庭岩

船にしましでも、竹矢岩船にしましてむ、有力古墳であります。玉造

築山にしましでも有名な古墳であります。それらに舟形石棺が採用さ

れております。

そのうちで、恐らく毘売塚だけが荒島の石だろうと思っておるので

して、その他の石は来待の石かあるいは来待石に近い性格をもった凝

灰質の砂岩であろうとこのように考えております。で、その舟形石桔

の形態でありますが、いくつか形態変化がございますが、全体的に見

れば九州の舟形石棺と似ている。これは九州の舟形石棺全体と比べて

というようにお考えいただいた方がよろしいかもしれません。とりわ

け、身と蓋を合わせますときに印篭蓋合わせになったものが見られま

す。この印篭蓋合わせのものははるか東方の群馬県にはあるんですが、

九州の舟形石棺の中に見られるやり方です。そんなことを考慮に入れ

ますと、非常に九州とのつながりが深く、日本海ルートの交渉を考え

なければならないであろうと、そのように考えます。その舟形石棺の

図11は九州のものを拾い出しました。筑前沖出は砂岩でありまして、

下の二つは阿蘇の凝灰岩の舟形石棺です。それでご覧いただいても、

良く似ておるとおっしゃらない人がおられるかも知れませんが、それ

は九州の石材のものは変化形が多くて、いろいろ諸特徴もっておりま

すために、それが現れているので似ておらないと感じるのだと思いま

す。その一番下のは大阪へ行っております、阿蘇の黒灰色をした石材
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の舟形石棺の最後の時期に近い形態のものです。これは印篭合わせて、

すからこれを挙げました。九州、｜の印篭蓋合わせの良い図がすぐに見つ

からなかったので大阪まで運ばれているのを使用したのです。

とO?.)

尽三コ
図li 筑前ー沖出古墳（上）、筑後・石神山古墳（中）
河内・唐植山古墳（下）の舟形石棺

図12は出雲のもので玉造築山の二棺のうちのー棺が下に載っており

ますが、平面図が楕円形をしておりまして、この他にも出雲には丸み
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をもったものがあるようです

が、出雲の特徴になるでありま

しょう。この丸みをもったもの

は、小さな小型になってしまっ

た棺は、九州にもありますし、

丹後半島にも例外的にあります

が、大人が入れるようなものに

は努谷石の舟形石棺の新しいも

のにありまして、お互いにどち

らがどちらへ影響したとは申し

上げませんが、楕円形になるの

は第谷石と出雲のもののようで

して、たがいに関わりがあるの

かと憶測しております。

4三辺話否二三；JP

岳~コヨ
4二一；手

告~
0間「二：午
図12 島根県の舟形石棺（来待石）
簸川郡斐川町神庭岩船古墳（上）

松江市古曽志町大塚荒神古墳（中）
八束郡玉湯町玉造築山古墳（下）

それから、出雲のこの舟形石棺の中には、肉眼で見ますと白いのと、

それから褐色をしたものとがあるようです。これは荒島以外のものに

ついてです。来待だと言って総称しておるものの中にあります。上の

神庭岩船は、茶色をして粒子もちょっと粗いような感じがし＼たします。

それに対して玉造築山のものを見ますと、ちょっと白ぽくできれいで、

粒子が大変に細かく見えます。

それで舟形石棺全体で見ますと、荒島の石とみられる毘売塚のもの

は別としまして、粒子が粗くて褐色に見えるもののほうが古いのかと
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写真5 玉造築山古墳の石棺

憶測しております。白くできめの細かいもののほうが新しいのかと憶

測しております。これは、まだもう少し、皆さん方にご検討いただき

たいと思っております。

次に長持形石棺。長持形石棺というのは畿内の大王墓とそれにかか

わる豪族が使ってはおりますが、地方では典型的な長持形石持という

ものは数える程しかありません。東へ行きましたら、愛知、岐阜にも

ありませんし、ずっとありませんで、群馬県に 2例あるだけ。先程申

しました。それは群馬県の石で造っておりました。

それが、日本海側には、少しあります。鳥取、島根では、唯一典型

的な長持形石棺は大きな方墳であります、丹花庵古墳の石棺です（図13）。

これは典型的な長持形石桔の中に入れるべきでしょう。それは丹花庵

古墳の性質が、畿内の大王墓といかにかかわるか、その内容は分かり
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写真6 丹花庵古墳の石棺

ませんが、その関係の深さを主張

しておるに違いないと考えます。

丹後半島にもやはり丹後半島の

凝灰岩で造った長持形石棺が、少

しですが複数知られてL、ます。こ

れも丹後半島では有力な古墳の棺

です。ここでは、古く、京都大学

の梅原末治先生がお調べになりま

した丹後の産土山のものを図に入

れております（図13）。丹後の産

士山のものと丹花庵のものは、表

面に丹花庵には模様があったりし

図13 島根県松江市丹花庵古墳（上）と
京都府竹野郡丹後町産土山古墳（下）の

長持形石棺
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ますけど、大変似ておるような気がしております。これは日本海側で

丹後半島と出雲の丹花庵がたがいに似た性格を示してくれておるもの

だと思います。

それから長持形石棺の典型的なものでありますが、奈良県の宮山古

墳（図14）、丹後半島を除けば京都府で最大級の中期の前方後円墳で

あります山城久津川車塚（図14）、これは京都大学に保管しています。

どちらも典型的な竜山石の長持形石棺です。畿内大主墓の長持形石棺

はこんなもんだとして、それと丹花滝のものが同じ形態のものだとい

うことを図13で見ていただいた訳で、あります。

その他に、各地に長持形石棺に類するもの、つまり、長持形石棺に

少し似たのがあります。

出雲では、軍原（図15）のものがあります。これは私実物を見てお

山院久;.i，川，，，探．

。 3m 

図14 大和・宮山古墳（左）、山城久津川車塚古墳（右）の長持形石棺
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図15 出雲－草原古墳（左）、肥後・大塚古墳（右上）、肥後・楢崎古墳3号棺（右下）

りません。従って石の方もよくわからないのですが、来待系の石だろ

うと憶測しているのであります。これが長持形石棺によく似た組み合

わせ方をしているのですが、底石がないようです。この底石がないの

は九州では家形石棺の古いものに似ておるような気がしておりまし

て、なかなかこれとどんぴしやりというものの図が出て来ないのであ

りますが、肥後大塚と肥後の楢崎古墳3号石棺（図15）とを出しまし

た。これだけで似ておるとお考えいただけるかどうかは分かりません

が、この長持形石棺に類する組合せ方の石棺でもやはり出雲は九州と

かかわりがあるという気がしているのであります。

最後に家形石棺でありまして、家形石棺は先程も申しましたように

畿内の中心地域で後期の古墳に盛んに使用されます。後期の古墳の中

で、日本最大の見瀬丸山古墳、欽明天皇陵ではないかと言っておる古

墳でありますが、その中に確実に、大きな家形石棺が二つ入っていま
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近江鴨稲荷山

大和小谷

。百
図16 近江・鴨稲荷山古墳（左上）、河内・金山古墳前棺（右上）、
摂津・耳原古墳奥棺（左下）、大和・小谷古墳の家形石棺

す。そのほかで畿内中心地域の家形石棺の典型的なものをここに挙げ

ました。組み合わせと苓ljり抜きとがあります、摂津耳原の奥棺（図16)

というのは組み合わせで竜山石でございます。大和小谷（図16）とい

うのは引り抜きで、竜山石です。上の二つ、滋賀県近江の鴨稲荷山と

大阪の河内金山の前棺（図16）、これは二七山の白い凝灰岩です。こ

ういったものが畿内中心地の典型的な家形石棺です。

それに対して、出雲では非常にたくさんの家形石棺があります。割



り抜きと組み合わせの両

方があります。しばしば

横口が付きます（図17）。

その横口を造るやり方

は、九州と、九州も恐ら

く有明海に面した辺りに

関連するに違いないと考

えられる訳でして、九州

の場合、横口は妻へ付い 位三ミ玉~勉城宮 。
図17 出雲市・大念寺古墳（上）、松江市・日吉垣内古墳（中）、

たり平に付いたりするも 出雲市・井上C群5号横穴墓の家形石棺

し、九州そのものではな

くて、出雲的である面も

考えられ、中に畿内的要

素が深いものと思われるものも数は少ないですが、若干見られるので

54 

のがあり、船山古墳を図

18に挙げておきました

が、出雲の家形石棺は九

州、｜的な要素が入っている

といえるでしょう。しか

2m 

合
吉凶公主主主，

。
図18 熊本県菊水町・江田船山古墳

あります。いずれにしても九州とのかかわりでなければ生まれて来な

し、特別な横口をつけているのが出雲の家形石棺であります。この横口

を石棺につけることと、石桔式石室というものも、どちらも同じ流れ
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の結果の現れたといえると思います。

そして、この出雲の家形石棺のほうにも来待石の凝灰質砂岩と荒島

の凝灰岩との両者で造られるのが大原則であります。ところが、私が

見た限りで出雲最大の前方後円墳であります大念寺古墳（図17）とそ

の近くのこれも前方後円墳じゃないかと思いますが塩冶築山古墳の石

棺はどうしても砂岩や凝灰岩に見えないのでありまして、これは出雲

に産出する安山岩ではないかなと思っておるのですが、あっているか

どうか自信のほどはありません。これは特別に普通の出雲の家形石棺

とははるかに大きく、古墳自身も特に有力な部類に入るのでしょうが、

形態の上ではまさしく出雲の家形石棺の形態をしています。その石材

は硬い石を使っていて、来待石や荒島の石ではありません。古墳時代

後期には広い目で見ますと時々、＠：：い石で立派な家形石棺を造る事が

あります。群馬県にもありますし、広島県にも非常に立派な花崩岩の

家形石棺が造られております。それに九州にも福岡県の綾塚は、非常

に立派な、大きな家形石棺であります。これは福岡県の東の端のほう

になります。その綾塚の場合む、あれだけ優秀な柔らかい凝灰岩が出

る地域なのに、震い石材で、非常に立派な家形石棺、寺rJり抜きのもの

を造っています。そういう硬い石で立派な家形石棺を造る傾向の中で、

大念寺や塩冶築山を見るのかという問題もあるのではなかろうかと思

います。

おわかりにくかったとは思いますが、 一応これで終わらせていただ

きたいと思います。
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〔討論〕

来待石をめぐる討論

パネラ一間壁忠彦

高安克己

勝部勝義

稲田 信

司 会大国晴雄

丹羽野裕

司会（大国） 時間になりましたので、再開させて頂きます。先程の

講演、基調報告を受けまして、改めて討論をして深めて行きたいと思

います。司会を務めさせていただく出雲考古学研究会の大国でござい

ます。よろしくお原貢いします。

それではパネラーの方をご紹介致します。向かつて左側から先程ご

紹介致しました、下の空古墳の復元石室を造って頂きました来待石研

究会の勝部さんです。続きまして、先程御講演頂きました高安先生。

同じく御講演頂きました間壁先生。地元の方で先程間壁先生には西日

本全体の大きな話をして頂きましたが、地元の方の様子を含めまして、

宍道町教育委員会の稲田さんでございます。

司会（丹羽野） 司会の大国ともう l名、司会を2人で務めさせて頂

く出雲考古学研究会の丹羽野でございます。よろしくお願い致します。

それではあまり時間もない設定をしておりまして大変恐縮ですが、

早速討論に入らせて頂きたいと思います。まず、先程間壁先生のお話

しを受けて、宍道町周辺の来待石を使った古墳につきまして、宍道町
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写真7 来待石をめぐる討論

の稲田さんに大体どういった様子なのかとし、うことを少し説明して頂

きます。よろしくお房具いします。

稲田 失礼します。宍道町周辺の古墳ということなんですが、宍道周

辺の方で来待石および類似の白っぽい石材を使った古墳というものが

かなりあるということで、先程の西尾さん、間壁先生の講演でお話が

あったところです。そこで、具体的なところで、宍道町周辺産出の石

材を使ーった古墳というものについて、まず宍道町を中心に説明させて

頂きたいと思います。

よく言われるんですけれど、白来待と呼ばれる石材があります。先
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程、間壁先生おっしゃっておられましたけど、「ちょっと白っぽいき

れいな石」、あれはこちらの考古学関係者は白来待と呼んでいます。

地元の人はこの石を白粉石と呼んでいるのですけど、玉湯町のほうか

ら宍道町（来待地区）にかけて産出されています。この白っぽい石と、

一般的に来待石と呼ばれるもの（凝灰質砂岩）。この二つの石材を主

に利用して石室、石棺ができています。

それで、宍道町、玉湯町などで出て来ます舟形石棺は、白来待と呼

ばれる白っぽい石（白粉石）が使われている例が多く見受けられます。

宍道町には、来待川という川

が流れているんですけれど、

この川の中流域から横田古墳

という白来待（白粉石）でで

きた舟形石棺が出ています。

先程、間壁先生の分布地図（図

10）の中でも場所が紹介され

ておりますけど、大体5世紀

の中から後半ぐらいの時期じ

ゃないかと思われます。

それから今度は来待石、茶

色い石ですね。この石材で出

来ているのが椎山 1号墳、石

棺式石室の初源的形態をもっ
写真8 鏡北廻古墳（来待石製）
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写真9 玉造徳i車場古墳の石棺（自来待製）

伊賀見l号墳、それから下の空古墳。それからちょっと谷が変わるん

ですけど、鏡北廻古墳。

今紹介した4つはいずれも横穴式石室なんですが、大体6世紀の中

ごろから 7世紀にかけまして石棺式石室を中心に来待石を利用した横

穴式石室が宍道湖南部では出ています。

隣の玉湯町でも石材利用は類似しています。林8号墳の横穴式石室

（石棺式石室）は来待石を利用しており、舟形石棺である徳連場古墳、

玉造築山古墳などは白来待（白粉石）を利用しています。

来待石を利用した石棺については宍道湖周辺でかなり確認されてお

り、間壁先生より詳しくお話があったので省きますが、白来待を利用

した石棺は宍道町、玉湯町、松江市の横穴墓などからみつかっています。

司会（大国） 来待石とそれに類似したもの、 2種類あるという報告
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を頂きまして、先程から資料が出てますので改めてその辺の話をして

頂きたいと思います。勝手な御指名で大変恐縮ですが、高安先生、来

待石の分布地図を示して頂いたんですけれど、荒島石と来待石、白来

待のもう少し違いとかそういった所を少し説明して頂けたらと思うん

ですが。

高安 まず成分が違いますね。荒島石というのは専門用語では酸性岩

と呼んでおりますが、花崩岩とかそれから流紋岩とか、そういったも

のの系統の石なんです。黒っぽい鉱物が少ない。逆にし、うと白っぽく

見えるということなんですけれど、黒っぽい鉱物というのは大体鉄だ

とかマグネシウムだとか、そういうものを多く含んでるんですけど、

そういうものが少ない。

来待石の場合は、先程言いましたように安山岩ですので、石英の粒

が肉眼では見えない。石英分が少ない。むしろ逆に言うと有色鉱物と

言いますか色のついた鉱物が少しづっ増えてくる段階の岩石です。石

英分が l番少ないのは玄武岩ですけど、玄武岩だと真っ黒になるんで

すね。玄武というのは元々亀の甲という意味ですけど。ですから来待

石では少し有色鉱物が多いというのがまずーっの特徴ですね。

それからもう一つは粒度が全然違います。石英分が非常に多いマグ

マでは、ものすごい勢いで噴火する訳です。つまりガラスみたいなも

のでして、ガラスの塊が冷えて粉々になって、それが今度は下からガ

スがパーンと上がって来ますので、また、粉々になる。非常に粒度の

細かし、ものが多い。
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ところが安山岩になると、もう少し流動性が出てくる。そういう意

味で噴火の形態が全然違うというので、出てくる火山灰、あるいは火

山砂と呼んでいる方も違ってくるということです。まあ、色の違いと

粒度の違いということでしょう。

司会（大国） 先程来、考古学の方から石材の見分けがっしっかな

いという話をちょっとしてたんですけど、その辺は高安先生の立場で

言うともう少し何かこういう風にやると出来るんではなし、かという話

はないでしょうか。

高安 地質学的には、ものを壊して潰したり擦ったりするとよく分か

るんだがと言うと、考古学では円、けないんだ」というようなことを

おっしゃいますけど、我々はそうしたとし、と分からないということなん

です。まあ、今やり方としてはだんだん進歩して来まして、そんなに

たくさん割らなくてもよい。ほんの少しあればよいというようなこと

があります。ですから多分石棺ですと、こういうこと言って良いかど

うかわかりませんが、ちょっとしたかけらぐらいがあれば少し石で擦

って顕微鏡で見るとか、あるいは先程先生がおっしゃったように鉱物

を見るためにX線で見るとか、あるいは粉にしないで、、今は表面を磨

いてその表面にX線を当てるとどういう元素がどうし、う配置をしてる

かということが分かります。

そうしますと、鉱物とし寸単位で見るよりはより詳しくわかります。

その鉱物を作っている一つ一つの同じ鉱物でも徴量元素がかなり違う

んです。産地によって全部違います。ですからそれを明らかにするこ
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とによって産地をかなり特定することが出来ると言うことになると思

います。

司会（大国） 石材をどういう風に見るのかとし寸話をして頂きまし

たが、そう簡単には考古学的には壊せないという大前提に立てばなか

なかめんどうなことがあるなということです。

実際に、ちょっと来待石が中心になっていますので、来待石の中で

今回、先程申しましたように下の空古墳、基本的には現在の技術では

なくて、古代から用いられたであろう技術を敢えて使って復元をして

頂きました勝部さんに古墳に合った石を捜すところからどういう風に

して造ったのかみたいな話を少しして頂けませんか。

勝部 一番最初にお話があった時点で下の空古墳を見させて頂きまし

た。まず最初にこの石がどのようにしてあそこに運ばれ、造られたか、

そこから考えて

た訳です。あれ

だけの原石をま

ず出そうと思え

ば、今の技術で

も相当な労力な

り日数がかかり

ます。昔あれだ

けの石を石山か

ら採るという
写真10 勝部勝義来待石灯ろう共同組合理事長
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採石技術というのはなかったと思います。下の空古墳の近くに石宮神

社という神社があります。あそこの鳥居の周辺に玉の石がありますが、

多分ああいう玉の石を利用したか、あるいは岩盤の表面にある浮石を

利用したか、それのどちらかでなかろうと思いますが、私は敢えて玉

を利用して、あの技術があったのではないかと推定いたしました。

それで、玉石があれば、掘り出して二つに割ることを考えなければ

なりません。まず2つに割って、それからその一つをもう一度割ると、

2つの側壁が採れます。そこへ最初に割った片方の石を上へ乗せると

これが出来るんじゃないかと、そういう石の採り方じゃないかと考え

た訳であります。（P,90図22)

それで採石場の山の岩盤の上に玉石がありましたので、それを採っ

て来まして、こういう方法でやって見た訳でございます。原寸大とい

うことがもちろん望ましかった訳ですけど、原寸大とし、いますと非常

に大きなものでございますので、実際、造ったものが大体実物の三分

の二の大きさでございます。それで見て頂く大きさでごさいます。実

際作ったものが実物の去ですが、重量は（号） 3で吾、す以 Fに減りま

す。去の大きさで作ったものが約4.5 tですので、実物は約15tです。

屋根だけで約L5 tありましたので、実物は約 5tです。ということ

は4tなり 5tなりの石が一つあったということが考えられます。そ

れを動；かす、動かして造る、組み合わせる。そういう作業に非常に多

くの労力がなくては出来なかったと思っています。

それと、石工集団なり、あるいはそれの専門職がいて、図面という
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話も先生方の話の中にございましたけれど、図面等があって瓜二つの

物が出来るとか、基本的に一緒のような形態を造ってしぺ石工の頭領

なり石工集団なりが当時おられて造っていったのでブよかろうかと思っ

ておる訳であります。

石棺を復元中、いろいろ思いがございました。細部にわたり工夫が

あり、あれだけの技術が当時あれば来待石を住居関係などにも使えた

んじゃなかろうかという思いがしました。まだそういう500年、 600年

頃の来待石の生活関連の他のことに使われた遺物が出れば素晴らしい

ことではなかろうかと思います。これは石棺を造りながら考えたとこ

ろです。

司会（大国） 勝部さんと話していて分からなかったんですが、高安

先生、玉石としづ、浮いている石ですね、あれが来待層の中でどうい

ったかたちで出来てくるものなんでしょうか。

高安 いろんな出来方があると思うんですが、石材を採ってる所とい

うのはどちらかというと地層面が余りはっきりしないというか、非常

に厚い砂岩が出来るところですね、そういった所はサイコロ状の割れ

目が出来やすいんです。そういうサイコロ状の割れ目に沿って雨水な

んかが染み込んで来ますと、今度はそこからじわじわと風化が始まっ

て、最後に大きな丸い石としてごろんと上のほうから転がって行く。

そういう風化の形態じゃないかなと思うんですけど。

司会（大国） 一つ分からなかった、玉石が地下から出てくるような

イメージがあったものですから、どういう風にして出来るのかなと思
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って尋ねたんですが。

それから、勝部さんの話を受けてということになるかと思うんです

けど、間壁先生、実際に復元した石室を御覧になったと思うんですけ

ど、そこらへんの感想も含めて少しお話しして頂きたし、と思うんです

開壁 なかなかうまい具合に出来ているという感じでありまして、た

だ細かな組み合わせの技法だとか何だとかいうものは、現実に石棺式

石室をちゃんと観察しておられる方でなければ言えないと思います。

それで、道具が並んでおりまして、大体こんな道具でお造りになる。

まあ、全部が今のことですから、そういう訳にはいかないかも知れま

せんが、なさったのかなあと思って道具を眺めました。

残念ながら、考古学というのは物が出てこなければどうにもならな

いのでして、古墳時代に石材を加工した道具が出た遺跡は今のところ

分かりません。分かりませんが、石棺を見ている範閤では古墳時代の

うちの木工具でも出来るかなあ。少し時聞が掛かると思いますが、古

墳時代は時間が掛かっても構わない時代だと思いますから。ただ、金

槌が出土品の中にはないのでして、あるのは鍛治道具の金槌だけです

から。今、考古学者が知っておりますのは。

しかし、金槌がなければ出来ないのかなあ、石でもやれるかなあと

思ったりします。とりわけ』石棺のようなものを加工する中で、軟らか

い石は木工具でやれるだろうということは今まで言って来たのですけ

ど、でも、大きい石材が割れるかどうか分かりません。考古学者とい
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うのは、実際やらないで勝手に頭で考えておりますから、本当に出来

るかと言われれば、なかなか答えにくいのです。

ただ、石材加工の技術全体で申しますと、石棺のようなものを製作

し始めた l番最初の段階に何故か硬い花崩岩で、美事な造作をしたも

のが出て来るので、それは先程ちょっと出て来ましたけれども、大阪

の柏原市の松岡山の祖形的長持形石棺の底石と蓋石などがその例で

す。

側石4枚は香川県の凝灰岩、鷲の山石ですが、底石と蓋は花崩岩、

その底石の造作とそれから側石を挟んで蓋と身がピチッとはまる溝の

造作はものすごいものなんです。
かやえびすやま

それから京都府の北のほうの加悦蛭子山古墳という大きな前方後円

墳がこのごろ周辺が復元されていますけれども、そこの舟形石棺。舟

形石棺ですから両側剥り抜いておりますし、立派な造作です。それも

花崩岩です。その近くに作山という古墳があり、こちらは組み合わせ

の長持形石棺の傍系といいますか、先祖というか、どっちか分かりま

せんが、これも組み合わせ方や底の内面はみごとな加工があります。

そんなものがとにかく出来たことは間違いないのです。一体どんな

道具でどうしたのか分からない。けれども軟らかし、凝灰岩や砂岩のも

のなら基本的には木工具で何とかなるのかなあという気はしていま

す。しかし、それ以上のことは、道具が出て来てくれませんので、ど

うにもならないというのが現実のようであります。

司会（大国） ありがとうございました。今、道具の話をちょっと言
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って頂きましたけれども、現実には出土品の資料がないということで

すが、これも考古のほうから和田晴吾先生が佐渡のやはり同じような

石工集団の、現在使われているような道具で古墳時代の家形石棺の製

作方法について言及したレポートなんかもありますので、およそ私共

む今日展示しでありますが、ああいった道具ではなかろうかというイ

メージをもっておりましたけれども、先程、間壁先生がおっしぞった

金槌がないというところが何か 1つあるのかなという気は私もしてお

りましたというか、そういえばそうだなといったところです。

何せ資料の余りない話で時間も限られておりますので、次々に話を

飛ばしていって申し訳無いですが、これまた後で間壁先生にお話し頂

きたいと思うんですけれども、出雲の中で、さっき私言いました宍道

周辺の話とか、それから西日本全体の話とかして頂きましたけれども、

出雲の中で私共考古学研究会でやって参りました石棺式石室で、石材

が移動して用いられるという、出雲のエリアの中ではどうなんだろう

ということを少し補足してうちの丹羽野に説明して頂いて、石が出雲

地方の中でどういうふうに動いているのかということを少し議論して

行きたいと思います。

（丹羽野） 丹羽野でございます。最初にうちの研究会の西尾が

発表致しました図があります（p 5＇図 3）。石棺式石室の分布とそ

の石材の問題についての図です。この図面には先程、間壁先生にお話

し］頁きました舟形石桔とか長持形石棺は入っておりませんけれども、

これでおおよそっかむことが出来るんじゃないかと思うんです。
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実はずっと東の安来市の方、荒島とローマ字で書いてありますが、

あの辺りはもちろん荒島地区ですから荒島石が用いられます。それか

ら当然この宍道町周辺から玉湯町にかけての伊賀見1号墳であります

とか、あるいは玉湯の林8号墳、これが石棺式石室でありますけれど

も、これはまさにいわゆる来待石、茶色い来待石が用いられる。つま

り、近い石が用いられている訳です。で、ちょうどこの意字郡の中心

地、現在の風土記の丘がある辺りでは、これは西尾も申しましたよう

に、我々の肉眼観察でございますけれども、やはり松江の南のほうで

も角礁を含んだ凝灰岩が産出致しまして、どうやらその石を用いてい

るようでありますけれども、その中のlつの永久宅後というこれは石

棺式石室の中でも最も整美な種類ですけれども、これは荒島からどう

やら持って来ている。さらに松江の北には全く石材がございませんで、

こちらの方では荒島の石が行っております。

これは但し書きがありまして、石棺式石室の編年を我々しておりま

すが、荒島の石が行っておるのは石棺式石室の中でも古い時期のもの

のみでございます。石棺式石室の中でも新しい時期になりますと、荒

島石は来ずに、地元の硬い石を粗雑な加工をして石棺式石室を造ると

いう状況があります。ですから、我々は石棺式石室をまとめるなかで、

石棺式石室を造る石材を供給する、まあ、地元である所は地元で造る

んだけれども、ないところは誰かが統率して供給するんだろう。ただ

し、それもある時期からは非常に強い規制化が起こるんじゃないかと

我々は想像してる訳です。
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新しい時期になると比較的石棺式石室の範囲も縮まってくるし、そ

れから石材の供給も限られた地域になってくるんだというような状況

が1つは見えてくる。石材を元にしたら必ずしむ同じようなレベルで

石材がばらまかれるのではない、というような様子が見えてくるのが

1っと、もう lつは西尾も申しましたように、間壁先生にもまたちょ

っと後でお伺いしたいんですけれども、御著書などを見ますと、例え

ばダイナミックに全国石材など動きますけど、例えば阿蘇の石なんか

で造ったむの、やはりその九州で阿蘇の石を使ったような同じような

形の石棺が動くと考えてよろしいんでしょうか。

間壁大きく動いておる石棺は石を掘り出すのか切り出すのか分かり

ませんが、それを掘り出して、それを加工して運搬するまで産出地の

工人が、動いているのだろうと思います。その理由はですね、どこま

で加工して運ぶのか、遠くへ運ぶかです。まあ、印刷、 20畑、 50切な

らともかく、何百切になりますと、ほぼ完全に造っておかないと重く

て運べないだろう。しかし、完全に造ってしまうと途中で壊れても困

るだろう。粗造りをして最後の加工は現場でするのか、とし、う問題が

ある訳でありまして、それが実際はどうであったのかというのは何も

根拠がありません。根拠がありませんが運んでおるときに縄掛け突起

が壊れた例は和歌山県の大谷です。これも熊本のあたりから行ったに

違いない石棺です。これは完全に出来たのを運んだから、縄掛け突起

が壊れたので、蓋の角の下の所へ溝を掛りまして、縄を掛けれるよう

にしてあるということまで知られています。
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そういう例もありますし、時には竜山石の石棺を運んでおる場合に、

例えば京都府の堀切という横穴の中へ入っていた家形石棺であります

が、家形石棺の他に竜山石の石のかけらが古墳の中から出ているので

す。それを古墳の敷石に混ぜて使ったということであったのかもしれ

ません。ということは、ある程度まで造って行くが、最終段階のとこ

ろは、現地で加工するという問題もここでは出てくると思います。

いずれにしましでも棺の形態から言いますと、同じ石で造ったもの

は同じ形態と加工をしているというのが大体原則でありまして、その

ことは石材のことが分からない聞にも、どこの石棺とどこの石棺がよ

く似ているという議論がありました。けれども石まで同じだとはその

段階では言ってなかっただけでありまして、それ程よく似ておればや

はり一定の石材産出地には一定の工人、それの連続のうえで石棺を作

るそういう工人がし、て、その工人の手になるものが運ばれているし、

恐らく運搬の段階に至るまでその工人の一部なり指導者なりが関わっ

たのではなかろうかと思っております。

司会（丹羽野） ありがとうございました。実はそういう話を今いた

だきましたのは、最初西尾が申しましたように出雲は比較的いろいろ

な石がありますし、いろいろな石を持って来てるんですけれども、石

棺式石室を見ますと、どれも瓜二つであります。ですから、非常に狭

い範囲ですから全国とは同じ視野ではものを言えないんですけれど

も、感じとしましては、荒島には荒島の工人がし、て、来待には来待の

工人がL、るというイメージは逆に出雲の場合あんまりないという、こ
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図19 永久宅後古墳石室実測図

r~- J 

" 恥－ 図20 雨乞山古墳石室実;,f)IJ図
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；目
斗十~ニエー

図21 飯梨岩舟古墳石室実測図

" ,. － 
れだけよく似た石棺式石室を造るところを見ると、案外に同一、もし

くは極めて狭い範囲の石工集団がいて、様々な石で造ってるんじゃな

いかということを我々は想像したりするんですけれども、その辺りは

いかがなもんでしょう。

間壁 その辺が一番わからない所なんですが、それは石棺の形態から

考えるしかないのでしょう。それからその石棺に残っている加工の痕

跡から調べるのが考古学の常道ですから、それが非常によく似ておれ

ば同じような石工集団の仕事であるというようなことになるし、荒島

の石と来待の石では恐らく素人が加工すれば荒島のが楽でしょうか。

玄人の人がやればどうなるか知りませんが、素人が削ったり叩し、たり

するんだったら荒島の方が楽なような気がしております。叩いたこと
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も割ったこともありませんが。その辺に何がしかの差が出てくるか来

ないかという感じを持っています。しかし、どちらにしても軟らかい

石ですから同じ技術があれば当然どちらにでも挑むことが出来るもの

でしょうから、そしてお互いに関係があることは、間違いないのでは

ないかという気がしております。

司会（大国） ありがとうございました。今のそのお話しで突っ込ん

だ話だったものですから、勝部さんにお伺いしたいんですけれども、

そういった経験があるのかないのか私分かりませんが、来待石以外の

石材を使って加工をされたという経験はお在りなんですか。

勝部 荒島石は多少、ものを造るという程じゃなくして、古い現場等

で荒島石なんかが使つであるのを修正するっていうんですか、そうい

うもので加工したことはあります。それから、それによって道具その

ものは基本的に同じものでやります。それから、硬度で言えば来待が

硬くて、荒島石は軟らかいです。それだから、片方で来待の石を加工

しているものだったら荒島をやれますし、荒島石の石屋さんも来待石

を加工することは可能だと思います。

司会（大国） ありがとうございます。それで、もうひとつお伺いし

たいんですけれども、さっき頭領がという話が出て来たんですが、今

の現代の機械を使った技術じゃなくて、手作業をする場合、集団とし

て、要するにグループでやらないと出来ないんですか。例えば、頭領

が一人いて指導者としてそこで教えてやれば出来るというような風に

なるんでしょうか。
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勝部 頭領が一人おっても図面なり線引き等、その頭領がやれると思

いますけれども、その道具を使うということについては当時どんな人

達がいたか分かりませんが、農耕に従事しておられる人がいきなり石

工道具を使っても不可能だと思います。また、先程説明した玉石を割

る技術にしても多分、今他のことをしておられる人がいきなり石の道

具を使うということは不可能だと思います。

それとさっき木工具で石を加工するということを間壁先生がおっし

ゃいましたけど、ちょっと私達では木工具で石に向かうということは、

私の思いですけれども、不可能ではなかろうかと思うところであります。

司会（大国） ありがとうございました。今の話と考古学的な話はあ

まりストレートにつないで、はいけないのかもしれませんが、一つの材

料としては実際に造って頂いた経験が、そんなに道具が変わってない

んじゃないかという前提の議論ですので、少しその辺は学問的にはお

許し頂いていきたいと思います。

時間がどんどん迫って来ますので、次々に飛んで申し訳無いんです

けど、今日の特にテーマとしましては、古代の古墳時代の石材として

の話をして来たところなんですけど、ご存じのように来待石というの

は現在までずっとつながって続いて来てるんですが、中世とかの状況、

これも向じように来待石が使われておりますので、古代と違うという

点でどういう風になるのかなということ。間野大丞さんいらっしゃい

ましたかね。石塔辺りの話をちょっとして頂きたいと思うんですが。

来待石と。



間野 中世の石造物というこ

とに限らせてお話しさせて頂

きたいと思うんですけれど

も、いつごろからそういう1ヨ

造物として来待石が使われ uて

現在まで残っているかという

ことなんですけれども、はっ

きりとした資料が分かりませ

んものですから、詳しい事は

申し上げにくいんですけれど

も、非常に多くの石造物に対

して来待石が使われるように

なるというのはいわゆる室町

時代の終わりごろから信長、
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写真11 来待石製の五輪塔
（伝大野次郎左衛門墓）

秀吉の時代に非常に大量にとし、いますか、爆発的に来待石が用いられ

ているということが分かつております。ただ、それ以前には使われて

いないのかということが今後の課題でありますし、現在に至るまで造

られた石造物が残って来ているかという点も加味して考えなくてはい

けないとは思っています。

また、どういった広がりで来待石製の石造物が広がっているかとい

うところなんですけれども、もちろん宍道町を始めとして出雲全体に

は多く見られる訳です。西の方に行きますと石見の方には来待石と同
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ふくみついし

様、有名な福光石というのがありまして、石見部の資料はほとんど福

光石とその他は在地の石で造られたものもありますけど、来待石製の

ものというのは現在の所見つかっておりません。また、南の方といい

ますか、これは私実際見た訳ではありませんので分かりませんけれど

も、広島県の北部のほうにも若干来待石製の物が入っているようです。

また、東の方には米子市をはじめとしまして、私、あまり鳥取県の話

をしておりませんけれども、米子ですとか、この辺りまでは確実に入

っているということが分かります。以上簡単ですけれども、終わりで

す。

司会（大国） ありがとうございました。今、織豊期から爆発的に増

加するという中世から近世にかけての来待石の広がりの問題をレポー

トして頂いたんですけど、来待石研究会で今調査しているというよう

なことだと思いますけれども、成果は出てないんでしょうか。

稲田 来待石に関しましては、かなりまだまだ分からないこと、今か

ら調査することが多くて、先程、間野さんが言われましたような中世

の五輪塔だとか宝僅印塔などの分布とか、あるいは形態編年、そうい

うものは今後の課題と考えています。来待石に関して今研究が一番進

んでいるのは先程間壁先生から説明頂いたような、古墳時代の石棺、

石室の分布、編年、あるいは民俗事例としての採石、加工技術とそれ

にまつわる習俗などです。

司会（大国） その他に会場から何かこういった事はというご意見あ

るいはお考えあったらお話し頂こうと思うんですが。
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さっきの話で中近世の話になって、一度年代が下がった話になるん

ですが、来待石なり荒島石を使った石材というのは出雲から外に出て

ないという話を昨日ちょっと聞いたんですけれど、そこら辺について

どうお考えなのか少しお聞きしたいと思います。

間壁古墳時代に限りましたら、出ない方が当たり前で、遠くに運ば

れてる方が特異なんでありましょうから、先程も申しましたように大

体その地域で完結形のものが圧倒的。運ばれておりますのは九州の石

と香川県の石にほとんど限られる。それと播磨の竜山石です。ぞれも

香川県に至っては時代が限られる。九州の石にしましでも、比較的古

い段階と古噴時代の中期の終わりころに圧倒的である。いつも動いて

おるという訳ではなくて、それが動いたことには恐らく政治的な何か

まで絡んだ何事かがあったのだと考えなければならない。それを極端

に示しておるのがよく動いた石棺の場合でしょう。

ら、来待と荒島の石にしましでも、それが動いた範聞という

のは狭い狭いと言っても結構広いんですから、それがどの辺までどこ

の産地のものが動くのかということは出雲内部の問題として重要でし

ょう。それと静岡県の伊豆の家形石棺が駿河国の中心的な古墳へ、確

かに運ばれています。というようなことはそのころの東海地方のある

地域の重要なことを物語っているんだろうということで、必ずしも運

ばれないこと自身はそれでよろしいんではないかと思います。第谷石

のような場合で；もどうも今のところ福井平野以外に出た例は、皆無で

すからその方がむしろ普通で、それはそれぞれの越前のある地方であ
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るとか、出雲の地方の何か内部での関係を示しておるのだというよう

に考えるべきではないでしょうか。

司会（丹羽野） それでは、一つお話しに関連しまして、やはりその

大きく政治的な結合みたいなことを石なり石棺なりで表すというよう

な方面にとってよろしいんですか。そうだとしますと例えば出雲の狭

い地域の中でも例えば荒島なり来待に造った石の構造物というものに

なんらかの集団としての意味合いが含まれているという風な。

開壁 それはそう考えなければ考古学が成り立たないので、目に見え

たもので歴史を考えようというのですが、その目に見えたものが何も

意味がないんじゃこれは困るので、自分の仕事をやめなきゃなりませ

んから、やはりそこには何があるのか、それは本当に社会的、政治的

に大きな意味があるのか、それほどではないのかということとも併せ

て考えなければならないのですけれども、とにかく何トンというもの

を運ぶんですから、そうたやすい話じゃないはずなのです。ですから、

これは重要なことを意味していると思います。それと、石が違っても、

形態に類似があるもの同士は離れていてもお互いに文化的な交流であ

るか、政治的な交流であるかわからないけれども、やはり、それは何

かがあったと考えなければ考古学が成り立たないのでありまして、そ

れをどういう風に実際の歴史のなかでどう捕まえるかというのはこれ

は重要でありまして、重要なだけにしかもデータが文字で書いたもの

でないものは大変あやふやでありまして、大変なんですが、しかし、

やはりそのことをちゃんとしてし、くためには石棺の形態、あるいは石
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の種類というようなものだけじゃなくて、そのほかにも残った情報が

一杯ある訳ですから、それとのかみ合わせをどれだけやっていけるか

ということになるのだと思います。

司会（丹羽野） ありがとうございました。こうした石を使って様々

な古墳に色々なものが現れるというちょっと具体的な研究をされてい

る大谷晃二さんの姿が見えました。荒島石で石室なり横穴なりで色々

な形出て来ますよね。その辺りをずっと大谷さん研究しておられます

ので、ちょっと一言頂けますか。

大谷私、安来市の出身でして、安来市の端っこの方に荒島石がとれ

る所があるんですけど、そういったものが古墳時代にどういう風に使

われているかということなんですが、先程お話しされましたように石

棺式石室という石室にはもちろん使われております。ただ、それ以外

に僕が一つ興味深く思っているのは、安来各地の横穴墓という普通は

有力農民の墓だと言われてますけど、この宍道町にもたくさんありま

すが、その横穴墓の葦石、入り口の蓋石にその荒島石を削ったものが

非常に安来全域に分布している訳です。そういった各地の農民が造っ

たであろうお墓の葦石を非常に粗く削った荒島石なんですが、それ何

かがどういう風な形で農民の手に渡っていったのかなというのが一つ

興味をもっております。ただ、その石室というのは豪族の墓ですから、

そういった豪族の墓には特定の技術者がおって造るという形があるか

むしれませんけれども、農民のところにわざわざそういう豪族の下に

いる技術者が行ってくれるのかなぁと、逆にその各地の農民達が出掛
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けて行って自分たちで切るということはないのかなあという気がしま

す。ただ、そうなると先程勝部さんがお話しされたように、その辺の

農具でちょいちょいと切る事はできないようであればやっとらんのか

なという形で、そういったいろんな形で分布している荒島石の石材と

いうのに非常に僕は興味をもっております。その後、先程勝部さんの

ほうから古墳の石材以外で石を加工したものがあるんじゃないかなと

いう話をされましたけれども、それが何か僕が勉強してる範囲では案

外古墳時代では石を加工したものというのが墓以外にほとんど使用さ

れていない。今だったら石灯寵とか庭石とか石橋とかありますけれど

も、ああいったものがほとんど古墳時代には出ていなくて、何故か墓

造りにしか使用されていないというところに当時の石の技術の特徴が

あるんじゃないかなあという風にも思っております。以上です。

司会（大国） ありがとうがございました。少し具体的な話といいま

すか、踏み込んだ話になったんですが、その他会場の方で。池田満雄

先生。

池田 今度、勝部さんに下の空古墳の石室模造品を造って頂いた訳で

すけれども、使われた道具、玉石を割る時なんか、ツルハシ状の物を

お使いになったと思いますけれども、それから外面の削りはノミが多

かったと思いますが、和田晴吾先生が「古墳時代の研究』という本の

中の石工技術という論文で手斧が盛んに使われた事を民俗資料その他

で考証しておられる訳ですけれども、そっちを使われたかどうかをち

ょっとお聞きしたいし、それからさっき拝見しまして、内部がきれい
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に磨いてありまして、閉塞石も、実物もそうですけれども小細工がし

てあり、磨きもかけてある訳ですけれども、その仕上げの段々の小細

工、磨きなどはどういう風な道具をお使いになったかということ、そ

れに和田さんの論文によりますと、鉄の工具以外に自然石などを工具

として使った部分もあるということが記されておる訳ですけれども、

それには大分県の方の調査例からこれらがそうじゃないかという推測

も行われております。その中に円瞭を利用した叩き石とか磨き石とか

砥石が検出されているということが報告されておる訳です。以上のよ

うなことを勝部さんにお造りになった事情、経験、そういうものを伺

いながらお考えを示していただければと思います。

勝部 道具のどんなものが使われていたかということでのご質問じゃ

なかったかと思いますけど、この石棺を模造するというお話があった

時点から、現代の工具でやれば簡単なのですけれど、なるべく昔なが

らの工具も研究しながら進めて来てもらえないかということでした。

昔の工具が、出土した石工道具のようなものとしては先程間壁先生が

おっしゃいました鍛冶屋の槌だけだそうでございまして、農具等はい

ろいろ石室の中から出ているとうかがいました。鉄というものが当時

はあったのか、ということから始まりますけど多分木炭で鉄を造る場

合、必ず鋼にもなりますので、鋼が当時もうできておったじゃなかろ

うかと思います。それは鋼の焼き上げ技術等がないと、道具はいたみ

やすく、すぐ研磨しなければいけないというような状態ではなかった

かと思います。
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それと私が思うところですけれども、まず岩盤の上にあります玉石

を割る場合には、今の技術で言えば私らが「ヤ」（P 91、図23）とい

う言葉を使っておりますけど、石割りの「ヤ」を使ったと思います。

それを叩く玄能ですけれども金槌の大きなものです。玉石を他の石等

を使って割ることは、ちょっと労力がいりますので、鉄があれば玄能

等も使われたんじゃなかろうかと思います。それと手斧ですけれど、

私らはチョウノウと言っております。あそこの再現した古墳で内部を

仕上げたノミの痕がチョウノウの痕でございます。

それで、あれは中に穴を掘ってくりこんでありますけれど、昔の農

具の柄なんか見ると、柄にツタなんかでからんで造つであるのがよく

絵でかいてありますけれど、そういう工具の発達もあったんじゃなか

ろうかと思います。それと、当時、さっきおっしゃった工具を研磨す

るために砥石等も見つけてきて使ったんではなかろうかと思っており

ます。以上でございます。

司会（大国） ありがとうございました。いろんなところに膨らんで

いきまして今、鉄をたまたまおっしゃってますが、道具としての鉄の

問題が恐らく来待石をこれから研究するうえで出てくるだろうと思う

んです。これは一つ今日はもう時間がなくてお話しできませんが、テー

マは「石と人」ですけれども、石と人と鉄とし、いますか、もう一つ鉄

が入って来ないと多分石の問題は分かっていかないかなというのが一

つ、それからもう一つ、これは最近の動向ですけれどもさっきもずっ

と色々と間壁先生のお話しとかの中でいろいろ出て参りましたけれど
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も石切り場の問題ですね。石を切ってる。確かに古墳なり灯寵なりに

使ってる現場というのはいわば消費の場所といいますか、できあがっ

た製品が置かれてる場所のわけですけれども、それを切り出す場所と

しての石切り場というのが宍道町にはたくさんあるわけですし、全国

的にもたくさんあるわけですが、これまだどうも研究が進んでないと

いう様子だと思います。ここらへんが活動しても我々加工の現場の話

をしてるんですけれども加工の現場の話じゃなくてそれを造るところ

の研究を進めて行けばもう少し道具なり用具なりあるいは加工の技術

なりがもう少し具体的に出てくるんじゃないかということを思ってお

りますんで、そこらへんのことを間壁先生 どっかよそで調査してい

るような所でもあれば、石切り場の問題を。

関壁軟らかい石であれば二上山の白石は割合古そうな時期に石を掘

り出したのか切り出した痕跡を調査した例がありますが、他では石棺

の時代にあまり判っていないようです。とりわけ少し固めの石の場合

は先程から話に出ております。切り出すのではなくて、玉石になった

ものを古い段階は掘り出すのではないかと思っておりますからそれは

切った痕跡は残りにくいでしょう。特に、竜山石とか鷲の山石の硬さ

になると恐らく切り出しも難しいから石棺になるものを掘り出してい

る。それも大事な技術だと思いますけれども、それが主だったので、は

ないかと思います。それで、来待の石程度の硬さのものになったとき

に古墳時代は切り出せたのか、玉石を掘り出したのかいうような問題

も含めて検討していただけるとよいと思います。
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司会（大国） これはぜひ宍道町の皆さん、あるいは我々の全ての課

題ということにして、時聞がだいぶ過ぎて行きましたんで、そう言っ

たことでの石切り場を含めた生産のプロセスの全体を明らかにして行

く仕組みというのが一つ必要だと思いますし、それと逆に言えば、考

古学的に言えば、古墳時代のさっき言いました石棺式石室なり石棺な

りのもう少し周囲の状況とか石材の組み合わせ方、今日の午後見て頂

きますけれども、組み合わせ方が実際には下の空古墳の場合にはたま

たま全体の材がバラバラになってましたから組み合わせ方がよく分か

ったんですが、なかなか組み合わせがよく分からない古墳もたくさん

ありますので、そういったことをさらに含めてこれから研究していく

必要があるんじゃないかなというふうに思っております。

1時間ということで、いろんな分野からの話でしたので大変まとま

らない話でしたが、最後に一つだけ私聞いてみたいことがあるんです

が、高安先生がお話しになってた化石ですね、あの出現率というのは

来待石の中ではどのくらいの出現率で出るんでしょうか。石切り場の

研究も含めて化石の出現率も含めて調査していったらどうなのかなと

思ったもんですから。

高安化石の出現率というと、どう答えて良いのかよく分からないん

ですが、基本的には石を見るチャンスに比例すると考えた方がよろし

いと思います。たくさん石をご覧になってれば化石の発見に遭遇する

チャンスは非常に高いということです。今、隣にいらっしゃいます勝

部さんもこれまでいろいろと石の細工をされて来られましたけど、も
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のすごい量の化石をとっておられる。その息子さんの方はそれを一生

懸命集めておられました。まだ小学校の頃でしたかね、私のところに

これはなんだという事で来られまして、そしてその中にものすごい立

派な化石がたくさん含まれているのを見てひ、っくりしたものです。そ

の化石少年が今は東京大学の方で専門に地質学あるいは地球科学を学

んでおられる。そういうことで、考古学も大事なんですが、石の加工

の副産物として出てくる化石も、資料館のようなものができるそうで

すので、そこに展示して頂いて、ここから立派な研究者に育って頂け

るようにと期待している訳です。

司会（大国） ありがとうございました。そちらにしても、今朝もす

うっと行かれましたように、あまり日常的すぎて、風景を見慣れてし

まってるということが宍道町の中ではあるのかも知れませんから、一

つ、今日からまた改めて石切り場なりそこらへんに転がっている石の

ウォッチングから始めてみれば、何か考古学的にもあるいは地質学的

にもおもしろいことが出てくるんじゃないかと思います。最後になり

ましたけれども、最初にごあいさつを頂きました産業課長さん、どう

いった御感想を持たれたか一言お願いできますでしょうか。

吉岡 大変貴重ないろんなお考えを聞かせて頂きまして、私共が平成

6年度、 7年度2カ年にわたって最終的に石像の森の整備があります。

そこの中に、工芸館部分と工房の部分を造ります。それから後来待石

の有名な産業としては石灯寵などがありますげど、それ以外に生涯学

習の取り組みの中として、石のそういう細工を誰もにしていただこう、
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そういう中で化石でも出ると楽しいなというのを先程のお話しの中で

伺いました。後、学術的にといったらおかしいんですけれど、一つ、

木工具で石が本当に細工できるのかなというのが、本当に単純な疑問

で、また、後程でもお話し伺えたらと考えております。ありがとうご

ざいました。

司会（大国） それでは最後に出雲考古学研究会の池田代表に全体を

まとめて御発言頂きたいと思います。

池田 早朝からお集まり頂き、ありがとうございました。報告頂いた

西尾さん、講演を頂きました高安先生、間壁先生、そして今シンポジ

ウムで御列席の皆さん、色々と経験と学識等フルに出して頂きまして、

このシンポジウム「石と人」が実りあるものになったことを大変喜ん

でおります。まだ、未解決の問題も色々あると思いますけれども、共

に支えあって、また、共に研究しながらより一層深いものになってい

くよう望む次第であります。特に、御講演頂きました両先生には、大

変貴重なお話しをお聞きしたこと、感謝しております。ご参加の皆様

方も各地からお集まり頂きまして、宍道町民の方のみならず広い範囲

からお集まり頂いて、ありがとうございました。

司会（大国） 大変ったない進行役でございましたが、以上で本日の

シンポジウム「石と人」を終わります。今日のパネリストの皆様方、

講演くださった先生方に改めて拍手をお願いします。
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写真12 石室に閉塞石をはめ込む

写真13 来待石の加工体験
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「下の空古墳」の石室復元

出雲考古学研究会

1 .古墳復元のいきさつ

来待石は宍道湖南岸部を中心に古墳時代の石棺や石室の石材として
ゃっか

利用されてきました。八束郡宍道町でも来待石を利用したいくつかの

石室が存在しています。中でも、宍道町大字白石にある下の空古墳は

古墳の封土が失われており、石室の構造がよくわかります。そこで、

出雲考古学研究会は、 1978年より山陰地方に分布する横穴式石室を研

写真14 下の空古墳（宍道町大字白石）
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究してきましたが、その一環として古代の石室築造技術を探るために、

島根文化ファンドの助成と来待石灯ろう共同組合理事長勝部勝義さん

の協力を得て、復元作業を行いました。

なお、復元にあたっては、平成5年秋より、勝部氏を中心に下の空

古墳で実際に石室を測りながら検討を重ねました。

l 古代の採石・加工技術の推定と古墳の復元

現在、来待石の採石はほぼ機械化されています。このスタイルは昭

和40年（1965年）以降で、それ以前はマサカリと呼ばれる道具を利用

した「キリヌキ技法」による、手作業でした。いつ頃から行われたか

は不明ですが、この「キリヌキ技法」も表土を取り払い、全山を切り

抜く大がかりな採石が行われる以前は、露天の石面を切り抜く小規模

なものだったと推定されています。

ところで、来待石の分布する地域には「玉石」と呼ばれる来待石の

百塊を山の中や麓に見ることがありますが、下の空古墳はその丸みを

もった形態から、「玉石」を利用したと推定し、石の分割とその利用

箇所については図22のように考えました。

3, {i重用した工具

古代の技術を復元する場合、採石道具についてむ検討する必要があ

ります。しかし、史料上の限界があるため、石割については現在でも

使用している「マサカリム「ゲンノウ」、「ヤ」（図23）を使用し、加
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工については来待石製の古墳に残る加工痕から古代の道具に近いと推

定した現代の加工具「マサカリ」、「ツルハシ」、「チョウノウ」、「コズ

チ」、「ノミ」を使用しました。

写真15 来待石の玉石（石宮神社の猪石〈写真中央〉）

図22 玉石の推測利用例
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民〕よ呈ニ二二二ヨ

① ⑦ 

亡二日

② 

＠ 

叩－v④g-v@CT~ 
図23 来待石の加工具

lマSjカリ、 2ケンノウ、 3オオヤ、 4チュワヤ、
5コヤ、 6チョウノウ、 7.ツルハシ

。

20cm 
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4.復元の工程

(1) 石の選定

現在、来待石の採石を

する場合、まず、石山の

表土を取り除いてから岩

盤を切り下げていきま

す。その際、表土から「玉

石」が出てきますが、加

工をする場合、効率が悪
写真16 玉石

いので石切場の一角にそのまま置いてあったりします。

今回、下の空古墳の石室を復元（約2/3サイズ）するにあたって、

いくつかの玉石の中から、形、大きさのちょうど良いものを二個選び、

加工することにしました。

(2）石割

石割とは来待石を割っ

ていく作業で、石を細か

くしていくための技術を

いいます。

まず、割る部分にスジ

（線）を引き（写真17）、

石の上部に「マサカリ」 写真17 スジ引き



を使って幅約10cm、深さ

約15cmの溝を掘ります

（写真18）。この溝は鉄

製の模である「ヤ」を打

ち込むためで、溝にはヤ

イド（「ヤ」を固定し、

石を割りやすくする小さ

な穴）を約30cm間隔に掘

り込み、そこに「ヤ」を

据えます（写真19）。

なお、花崩岩などの硬

い石の場合は小さい穴を

掘り込み「ヤ」を置きま

すが、来待石は軟質のた

め、「ヤ」が左右に振れ

ないように深い溝を掘り

込み「ヤ」を置きます。
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写真18 マサ力リによる溝掘り

写真19 溝に「ヤ」を据える

「ヤ」を据えおわると、「ゲンノウ」で順次打ち込むことによって

石を割ります。

一つ目の玉石（玉石A）を縦長方向の二つに割ることによって、片

方を天井石に、もう片方を側壁に利用しました。また、もう一つの玉

石（玉石B）を割ることによって奥壁と床石、玄門周辺部に利用しました。
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(3) 側壁の加工

玉石Aを二つに割りま

したが、その一方をさら

に縦長方向に割ることに

よって両側壁材とします

（写真20）。この側壁材

が天井石、奥壁、玄門と

組み合わせ易くできるよ

う、周辺の余分な部分を

「ゲンノウ」、「ヤJを使

って落とします。

「マサカリ」、「ツルハ

シ」で内面、外面を荒削

りしたあと、「チョウノ

ウ」を使い内面、奥壁と

の組み合わせ部分、天井

石との接合面などの仕上

げをします（写真21)。

(4) 奥壁の加工

写真20 石割

写真21 奥壁、側壁の加工

二つに割った玉石Bの一方を、さらに二つに割り奥壁材とします。

側壁の場合と同様、奥壁材が天井石、側壁、玄門と組み合わせ易くで
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きるよう、周辺の余分な部分を「ゲンノウ」、「ヤ」を使って落としま

す。

「マサカリ」、「ツルハシJで内面、外面を荒削りしたあと、「チョ

ウノウ」を使い、内面、側壁との組み合わせ部分、天井石との接合面

などの仕上げをします。

(5) 床石の加工

下の空古墳の床石は一

枚の板石と考えられま

す。この板石を作る技術

は極めて難しく、機械化

以前の技術では労力と技

術ののかかるものでし

た。このため、二つに割

った玉石Bの一方を利用
写真22 床石の加工

したとも、石山で見られるに板石状の石材を利用したとも考えられま

す。

いずれにせよ、「マサカリム「ツルハシ」で内面、外面を荒削りし

たあと、「チョウノウ」を使い内面の仕上げをします（写真22）。
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(6) 玄門部周辺の加工

下の空古墳の玄門部周

辺は、特に崩壊が著しく、

完全な復元はできません

でしたが、周辺に散乱し
まぐよいし

た石材（袖石、楯石、閉

塞石）と類似の古墳から

類推しました。

これらの部材は玉石B
写真23 袖石の加工

の残った石を分割することによっても作ることができます。

いずれにせよ、「マサカリ」、「ツルハシ」で荒削りした後、「チョウ

ノウ」を使い仕上げをします。

(7) 天井石の加工

二つに割った玉石Aの

一方を利用します。この

天井石材が側壁、奥壁、

玄門と組み合わせ易くで

きるよう、周辺の余分な

部分を「ゲンノウ」、「ヤ」

を使って落とします（写

真24）。
写真24 天井石の加工（余分な部分を落とす）



側壁、奥壁、玄門部と

接する内面を「ツルハ

シ」、「チョウノウJを使

って平らにし、内面天井

部分を「マサカリ」、「ツ

jレハシ」を使い荒削りし、

「チョウノウJを使い仕

上げます。（写真25)

外面は頂部を平らにし

棟線を作り、そこを基準

に家形四注の天井部分を

削りだします（写真26）。
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写真25 天井石（内面）の加工

5旬石室の組立 写真26 天井石（外面）の加工

各部材を組み合わせる順序を力学的観点と石材加工技術者（勝部勝

義氏）の経験から、

①奥壁を据える。 ②片方の側壁を揖える。

③横から床石をはめ込む。 ④もう一方の側壁を据える。

⑤玄門部周辺を組み立てる。⑥天井石を据える。
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という順序を考えました。

写真27 石室の組立て

6幽閉塞石の加工

板石状に加工し、表面に陽刻のスジ引きをします。「ツルハシ」を

使いあら落としをした後、「チョウノウム「ノミ」、「コヅチ」を使い

仕上げ玄す。

写真28 閉塞石、陽衷ljのスジ引き 写真29 ノミ、コズチを使った
仕上げ加工



石と人／「下の空古墳」の石室復元 99 

7圃複元を絡えて

今回の復元では、古代の技術に近いものをと考え、基本的には手作

業による復元を試みました。しかし石を削る作業、運搬する作業、組

み立てる作業では現在使用している機械類も使いました。この場合、

一人の職人が全工程を行うとして、一日 8時間労働と換算すると約15

～20日かかっています。

これを全て手作業で行ったとすると勝部勝義氏の推定では約40～50

日かかるものでした。（ただし、石材の運搬などにはどうしても複数

の労働力が必要ですが、それは含めていません。むしろ製作労力より

運搬、反転等の労力のほうが大きかったと推定されます。）

石室だけでの労力を考えてみましたが、今回復元したものは実物の

号ですので、実際の下の空古墳の石室を作る場合は単純計算で（す） 3 

ニ約3倍以上の労力がかかったものと思われます。古墳築造にはさ

写真30 復元された下の空古墳の石室（実物の号）
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らに石棺材の運搬、副葬品の制作、盛り土等の作業を必要としていま

す。

※復元工程については映像記録化し、来待石工芸館で保管しています。

復元した石室は出雲考古学研究会が宍道町に寄贈し、工芸館で展示

しています。

シンポジュウム開催スタッフ（宍道町、出雲考古学研究会）

熱田貴保 池田満雄 稲田 大国晴雄

角田徳幸 勝部勝義 勝部智明 久米 基

榊原博英 西尾克己 丹羽野裕 原田敏照

牧本哲雄 増野晋治 間野大丞 水口 品郎

宮本正保 目次謙一 守岡正司 吉岡誠一

渡部博敬 （五十音順）
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